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平成24年１月１日
毎月１回発行

市の人口／68,302人（－ 37人）
　　　男／33,324人（－ ９人）
　　　女／34,978人（－ 28人）
世 帯 数／26,267世帯（＋２世帯）
　　　　平成23年12月１日現在
　　　　　　　～外国人登録を含む～
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たことから辛く暗いニュースが多かったような気
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★あなたの写真で１月号の表紙を飾りませんか？
　来年の１月号も表紙カラー写真を一般公募します！ 新年号に
ふさわしい写真をぜひお寄せください！（募集開始は秋季を予定）



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

秩
父
市
長　

久
喜　

邦
康

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
穏
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

ご
ろ
か
ら
市
政
運
営
に
対
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
３
月
11
日
に
起
き

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
３
県
を
中
心
に
今
も
な
お

多
く
の
行
方
不
明
の
方
々
が
お
ら
れ
、
復
興
へ
の
道
筋
も

依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
で
す
。
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
も
、
こ
の
甚
大
な
災
害
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
被
災
地
へ
の
思
い
と
支
援
を

継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
震
災
で
は
、
市
内
に
お
い
て
も
被
害
が
出
て
お
り
、

市
民
の
皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
市
役
所
本
庁
舎
や
市

民
会
館
も
被
災
し
、
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
緊
急
避
難
的
に
事
務
室
を
分
散
し
て

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
皆
様
に
は
大
変
な
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
震
災
か
ら
９
か
月
以

上
が
経
過
す
る
中
で
、
市
民
会
議
か
ら
の
ご
報
告
、
ま
た
、

市
議
会
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
こ
の
た
び
市
役
所
本
庁
舎

お
よ
び
市
民
会
館
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

改
修
の
場
合
と
建
て
替
え
の
場
合
の
費
用
対
効
果
、
建
設

コ
ス
ト
、
立
地
条
件
、
後
年
度
の
維
持
管
理
費
用
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
検
討
し
た
上
で
、「
現
在
の
本
庁
舎
の

場
所
に
新
た
な
本
庁
舎
と
市
民
会
館
を
一
つ
の
建
物
と
し

て
建
設
す
る
」こ
と
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
い
う
結
論
に

至
り
ま
し
た
。
市
民
会
館
は
旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第
一
プ
ラ

ン
ト
跡
地
に
建
設
す
る
べ
き
、
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
す

が
、
私
と
し
て
は
、
市
民
満
足
度
調
査
の
結
果
に
あ
る
よ

う
に
、「
働
く
場
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
」と
の
多
く

の
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
第
一
プ
ラ
ン
ト
跡

地
の
東
側
部
分
に
は
企
業
を
誘
致
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
半
世
紀
近
く
に
わ
た
り
ご
利
用
い

た
だ
い
た
本
庁
舎
と
市
民
会
館
を
、
今
年
中
に
取
り
壊
す

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
慣
れ
親
し
ん

だ
建
物
を
取
り
壊
す
こ
と
に
断
腸
の
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
期
に
及
ん
で
は
、
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

る
状
況
を
一
日
も
早
く
解
消
す
る
た
め
、
災
害
時
の
防
災

拠
点
と
も
な
る
安
心
・
安
全
な
新
庁
舎
、
市
民
会
館
の
建

設
を
速
や
か
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
私
は
、
平
成
24
年
度
の
秩
父
市
予
算
編
成
の
方

針
を
発
表
し
ま
し
た
。「
本
庁
舎
等
建
設
を
見
据
え
た
財

政
運
営
に
向
け
て
」を
そ
の
方
針
の
核
に
据
え
、
次
の
世

代
の
人
た
ち
に
過
度
の
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
将
来
の

財
政
状
況
を
考
慮
し
た
予
算
編
成
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
政
経
営
の
在
り
方
と
し
て
、
私
は
市
長
就
任
以

来
、
一
貫
し
て『「
豊
か
な
ま
ち
、
環
境
文
化
都
市
ち
ち
ぶ
」

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
』を
基
本
理
念
と
し

て
お
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
、
医
療
と
福
祉
の
充
実
、
人

間
力
や
基
礎
学
力
の
向
上
を
め
ざ
す
教
育
、
環
境
と
経
済

の
共
生
、
そ
し
て
効
率
的
で
信
頼
さ
れ
る
行
政
の
実
現
を

強
力
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
私
も
秩
父
市
政
を
お

預
か
り
し
て
か
ら
、
い
よ
い
よ
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
３
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
改
革
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
市
政
経
営
に
ま
い
進
す
る
と
と
も

に
、
秩
父
市
の
将
来
に
向
け
、
中
長
期
的
な
事
業
計
画
の

策
定
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
政
に
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
っ
て
、
平
穏
で
和
や
か
な
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

吉田石間・半
はん

納
のう

から沢
さわ

戸
ど

をのぞむ



市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、秩父保健セ
ンター、スポーツ健康センター、文化体育センター、吉田生涯学習センター、地場産センター、市立病院でも配布しています。

建設基本方針を策定
　「市民を守る『あんしん』
　　　自然環境に『やさしい』施設」を

■
対
策
方
法

　

耐
震
対
策
・
老
朽
化
対
策
の
方
法
と

し
て
、
市
役
所
本
庁
舎
、
市
民
会
館
と

も
に
、「
建
て
替
え
る
」こ
と
と
し
ま
す
。

　

理
由
と
し
て
、
耐
震
補
強
お
よ
び
大

規
模
改
修
を
行
っ
て
も
費
用
対
効
果
が

低
い
こ
と
、
近
い
将
来
に
は
建
て
替
え

が
必
要
に
な
る
こ
と
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
※

へ
の
対
応
が
難
し
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

■
建
設
地
な
ど

　

建
設
地
お
よ
び
整
備
方
法
に
つ
い
て

は
、「
現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
の
位
置

に
合
築
す
る
」
こ
と
と
し
ま
す
。

　

理
由
と
し
て
、
早
急
に
機
能
を
回
復

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
等
の
建
設
費
用
が
低
く
抑
え
ら
れ
る

こ
と
、
中
心
地
で
立
地
条
件
が
よ
い
こ

と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、合
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、会
議

室
や
機
械
室
な
ど
を
共
用
化
し
、建
設
費

用
の
軽
減
と
施
設
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を

図
り
ま
す
。ま
た
、市
民
会
館
の
跡
地
は
、

駐
車
場
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、祭
り
・

イ
ベ
ン
ト
等
の
広
場
に
も
活
用
し
ま
す
。

■
施
設
の
あ
る
べ
き
姿

　

両
施
設
の
建
て
替
え
に
際
し
て
は
、①

災
害
に
強
い
、
②
市
民
が
利
用
し
や
す

い
、
③
環
境
に
や
さ
し
い
、
④
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
機
能
、⑤
開
か
れ
た
議
会
、

⑥
芸
術
文
化
創
造
の
市
民
会
館
、
⑦
地

域
産
木
材
の
活
用
、
⑧
将
来
の
変
化
へ

の
柔
軟
対
応
、
な
ど
の
要
素
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
市
民
を
守
る
『
あ

ん
し
ん
』　

自
然
環
境
に
『
や
さ
し
い
』

施
設
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

表１　建設基本方針の概要

市役所本庁舎 市 民 会 館

耐震・老朽化
対 策 方 法

建て替える 建て替える

建設地および
整 備 方 法

現在の市役所本庁舎の位置に合築する

規 　 模

○延床面積
　　現状の両施設の延床面積の合計以下
　　　　（11,223.3㎡以下）
○ホール客席数
　　現状（1,110席）と同規模程度（±100席）

概 算 事 業 費
（上限額）

○約49億円
　・本庁舎 約20億円
　・市民会館 約29億円
※施設の共有化に伴い、内訳は変動する可能性があります。

想定する財源

合併特例債 15億円
基　金 30億円
補助金 3億円
一般財源 1億円
※財源の内訳は変動する可能性があります。

　市では、耐震性に問題があり、老朽化が著しい市役所本庁舎
および市民会館の今後の方向性について、対策方法の検討を進
めてきました。
　市民会議から提出された報告書の趣旨を反映するとともに、
市議会とも協議し、このたび、市としての考え方をまとめた「秩
父市役所本庁舎及び市民会館建設基本方針」を策定しました。
その概要は、次のとおりです。

■
概
算
事
業
費

　

想
定
す
る
概
算
事
業
費
の
上
限
額

は
、
約
49
億
円
（
市
役
所
本
庁
舎
：
約

20
億
円
、
市
民
会
館
：
約
29
億
円
）
と

し
ま
す
。
財
源
と
し
て
、
合
併
特
例
債

や
基
金
を
活
用
し
ま
す
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

　

平
成
27
年
度
の
竣
工
を
目
標
に
、
事

業
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、市
Ｃ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

１
市
役
所
本
庁
舎
等
建
設
準
備
室

　

☎
25

－

５
２
２
９

老
朽
化
し
た

市
役
所
本
庁
舎
・

市
民
会
館
の
未
来

　
　
　
　
　
　

〜
第
５
回
〜

※どんな人でも同じように利用できる設計

3



福祉３計画についてのご意見（パブリックコメント）も１月23日㈪まで引き続き
募集しています。詳しくは市報12月号２～３ページをご覧ください。

　震災の影響により休止していた歴史
文化伝承館の施設貸出しを次のとおり
再開します。
貸出しを再開する施設
２階　ホール、和室・茶室
１階　研修室１・２・３
※ ２階:視聴覚･音楽室、調理室、会議室、
談話室、１階:多目的室、美術・陶芸
室については、引き続き事務室等で
使用しているため、貸出しは行いま
せん。

受付方法　１月29日㈰午前８時30分か
ら、先着順で歴史文化伝承館事務室に
て４か月先まで随時受付
※電話での受け付けはできません。
利用開始日　１月30日㈪から
※ ２階ホールで音響・照明などを委託
して実施する催しの場合、業者委託
の都合上、３月１日㈭からの利用と
なりますのでご注意ください。

１歴史文化伝承館☎２２－０４２０

　次の方から、寄附をいただきました。
温かな善意に感謝し、ご紹介します。
◎高齢者介護事業のために
▼11月14日、桜木ミツジ様から
　10,000円
◎社会福祉のために
▼11月25日、神田テル子様から
　100,000円
◎市内小中学校と秩父図書館へ
▼ 12月5日、比

ひ

古
こ

地
ち

朔
さく

弥
や

様から
　「あの花聖地巡礼カルタ」24セット

秩父夜祭　花火大会協賛金
　市内各所に募金箱を設置したところ、
57,971円の花火大会協賛金をいただきま
した。ご協力ありがとうございました。
１㈳秩父観光協会秩父支部
　☎２１－２２７７

事
務
所
移
転
後
の

市
役
所
各
窓
口
の
ご
案
内

歴史文化伝承館の
施設貸出しを
再開します
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事
務
所
移
転
後
の

市
役
所
各
窓
口
の
ご
案
内

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
で
、
市
役
所

本
庁
舎
の
使
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、
市
で
は
こ

れ
ま
で
に
各
部
署
の
事
務
所
を
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
主

な
移
転
の
終
了
を
う
け
、
現
在
の
各
窓
口
の
所
在
地
を
あ
ら
た
め
て

ご
案
内
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
管
財
課
☎
22

－

２
２
０
８

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

歴史文化伝承館にある部署一覧

５階 ●総務部　　　総務課　人事課　危機管理課
　　　　　　　工事検査課

４階
●財務部　　　財政課　管財課　契約課
　　　　　　　市役所本庁舎等建設準備室
●市民部　　　市民生活課
●健康福祉部　秩父地域包括支援センター　

３階 ●環境部　　　環境立市推進課　森づくり課
　　　　　　　生活衛生課　下水道課

２階
●市長執務室・副市長執務室
●市長室　　　地域政策課　改革推進課
　　　　　　　秘書課　広報広聴課
●総務部　　　情報政策課

１階

●財務部　　　市民税課　資産税課　収納課
●市民部　　　総合窓口　市民課　パスポートセンター
　　　　　　　中央公民館・勤労青少年ホーム
●健康福祉部　社会福祉課　障がい者福祉課
　　　　　　　高齢者介護課　こども課
　　　　　　　保険年金課　地域医療対策課
○会計課

歴史文化伝承館以外に移転した主な部署一覧

芸術文化会館
（道の駅ちちぶ南側）

●市民部　　生涯学習課
●教育長執務室
●教育委員会事務局
　教育総務課　学校教育課　保健給食課
　文化財保護課　教育研究所

スポーツ健康センター
（キヤノン電子㈱東側） ●市民部　　市民スポーツ課（※）

荒川総合支所

●地域整備部
　道路管理課　用地課　道づくり河川課
　都市計画課　建築住宅課
○監査委員事務局　選挙管理委員会
　公平委員会　固定資産評価審査委員会

吉田総合支所 ○議会事務局　秩父市議会議場

地場産センター
●産業観光部
　商工課企業支援センター農政課
○農業委員会

秩父観光情報館
（西武秩父駅前） ●産業観光部　　観光課

※市民スポーツ課は、平成22年４月に本庁舎からすでに移転しています。

　

東
日
本
大
震
災
や
近
年
発
生
し
て
い
る
豪
雨
災
害
な
ど
で
、

多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

起
こ
り
う
る
災
害
に
対
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
風
水
害
・
事
故
対
策
と
震
災
対
策
に
つ
い
て
、

予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧
の
計
画
を
策
定
し
、
施
策
を
展
開
す

る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
大
規
模
停
電
へ
の
対
応
や
避
難
施
設

の
見
直
し
、
孤
立
集
落
へ
の
対
応
、
帰
宅
困
難
者
へ
の
対
応
な

ど
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

公
表
時
期
・
意
見
募
集
期
間　

１
月
10
日
㈫
〜
２
月
９
日
㈭

公
表
方
法　

・
市
Ｃ
へ
の
掲
載

・ 

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階「
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
」、
危
機
管
理

課
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
の
閲
覧

・
秩
父
図
書
館
、
荒
川
図
書
館
で
の
閲
覧

意
見
の
提
出
方
法　

・
何
で
も
投
書
箱
へ
投
函

・ 

危
機
管
理
課
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

窓
口
へ
文
書
で
提
出

・
危
機
管
理
課
へ
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

１
危
機
管
理
課
☎
22

－

２
２
０
６
Ｆ

22

－

１
３
６
３

３kiki@
city.ch

ich
ib
u
.lg.jp

秩
父
市
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す

ご寄附ありがとうございました

歴史文化伝承館の
施設貸出しを
再開します



みんなで市政のフリートーク！「市長と語る会」申し込み受付中！
１広報広聴課☎２２－２５０５

　心臓は、一定のリズムを保ち、規則正しく動くことで、
全身に血液を送っています。しかし、心臓のけいれん
などによって血液のリズムが乱れ、血液が循環しなく
なると、体は大変危険な状態になります。その場合は、
心臓に電気ショックを与えて、心臓のリズムを正常に
戻さないといけません。　
　AED（自動体外式除細動器）
とは、医師が病院等で使う電気
ショックの機械を小型化して誰
にでも使用できるようにしたも
のです。

　AEDは、電源を入れると自動音声により全ての動作
を指示しますので、その指示に従いながら使用します。
　また、必ず心臓マッサージと人工呼吸を行いながら、
救急車の到着を待ちましょう。
※ AEDと心臓マッサージ等を行っても必ず救命できる
とは限りませんが、AEDの使用によって、助かる命
もあります。もし皆さんが手当の必要な現場に出会っ
たときには、勇気をもって、手当にご協力ください。

　市では、市役所や学校などの公共施設等、多くの人
が集まる場所にAEDを配置しています。AEDが配置さ
れている市の主な公共施設等は下表のとおりです。
※民間施設等は、県ホームページから検索できます。

　AEDは誰にでも使用できるように設計されています
が、より確実な使用ができるように、秩父消防署や市
立病院で講習会を実施しています。講習の希望がある
場合はお問い合わせください。
１秩父消防署☎２１－０１２３
　市立病院☎２３－０６１１

市の主な公共施設にＡＥＤを配置しています

5

※日程は変更される場合がありますので、ご確認ください。
１広報広聴課☎２２－２５０５

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
市
長
ブ
ロ
グ
〜
よ
う
こ
そ
！ 

市
長
室
へ
〜
」日
々
更
新
中
！
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　　　　き と　こ　ろ

１月11日
㈬

午前９時～10時 吉田総合支所
午前11時～11時30分 歴史文化伝承館１階

２月15日
㈬

午前９時～10時 大滝総合支所
午前11時～11時30分 歴史文化伝承館１階

市の主な公共施設にＡＥＤを配置しています
ＡＥＤってなぁに？

どんな場所に配置されているの？

実際に使用するときは
どうすればいいの？

ＡＥＤを学ぶための
講習会を実施しています

東日本大震災義援金

施　設　名 住所
日野田保育所 日野田町
福祉女性会館 ( シルバー
人材センター秩父事務所）
南小学校

野坂町

秩父市役所
中央公民館
（歴史文化伝承館）
秩父看護専門学校

熊木町

花の木保育所
花の木小学校
秩父第二中学校
市立図書館

上町

地場産センター 宮側町
星の子教室
いきがいセンター
中村児童館

中村町

市立病院 桜木町
西小学校 金室町
秩父保健センター
永田保育所 永田町

秩父第一中学校 滝の上町
秩父第一小学校
宮地児童館 上宮地町

秩父消防署 下宮地町
別所運動公園競技場
ちちぶキッズパーク 別所

施　設　名 住所
芸術文化会館
秩父斎場
羊山センター

大宮

尾田蒔小学校
尾田蒔中学校 寺尾

文化体育センター
温水プール
原谷保育所
原谷小学校

大野原

久那小学校
ミューズパークスポーツの森 久那

聖地公園管理事務所
高篠公民館
高篠保育所
高篠小学校
高篠中学校
環境衛生センター

山田

秩父広域市町村圏組合
（クリーンセンター） 栃谷

大田小学校
大田中学校 太田

影森グラウンド
影森中学校 上影森

スポーツ健康センター
影森保育所
影森小学校

下影森

施　設　名 住所
シルバー人材センター吉田
事務所（吉田総合支所内）
吉田保健センター
吉田保育所
吉田小学校
吉田中学校

下吉田

大滝保健センター
（大滝総合支所内）
大滝国保診療所
大滝老人福祉センター
大滝小学校
大滝中学校
大滝温泉 遊湯館
シルバー人材センター大
滝事務所
レイクビューハウス

大滝

荒川総合運動公園
荒川東小学校 荒川上田野

荒川保健センター（荒川
農村環境改善センター内）
荒川中学校
シルバー人材センター荒
川事務所

荒川日野

荒川西小学校 荒川贄川

※AEDの使用可能な日・時間帯は
　施設によって異なります。

▲配置場所は、この看板が
　目印になっています。

市
の
主
な
公
共
施
設

に
お
け
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置
場
所

市
の
主
な
公
共
施
設

に
お
け
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置
場
所

　東日本大震災義援金へ多くの温かいご支援をお寄せいた
だきありがとうございます。現在の受付状況を報告します。

●12月13日現在：46,381,886円
　お預かりした義援金は、日本赤十字社埼玉県支部へ送金
し、義援金配分委員会を通じて全額被災された方々のもと
へ届けられます。義援金をお寄せいただきました個人、団
体の皆さんに、心からお礼申し上げます。
※義援金は平成24年３月31日まで受け付けています。
　その後の受付については、お問い合わせください。
１社会福祉課☎２５－５２０４
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①
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書

窓
口
収
納
課（
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
）

　

☎
22

－

２
２
１
０

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
３

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
１

②
介
護
保
険
料
納
付
証
明
書

窓
口
高
齢
者
介
護
課
（
歴
史
文
化
伝

承
館
１
階
）
☎
25

－

５
２
０
５

※
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
参

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
証
明
書

窓
口
保
険
年
金
課
（
歴
史
文
化
伝
承

館
１
階
）
☎
25

－

５
２
０
１

※ 

②
・
③
は
左
記
窓
口
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

●
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
た
方

● 

介
護
保
険
料
を
納
め
た
方
の
う
ち
で

65
歳
以
上
の
方

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め
た
方

○ 

年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ

れ
て
い
る
方
（
本
人
の
み
）

　

年
金
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉

徴
収
票
…
１
月
下
旬
ま
で
に
送
付

○
納
入
通
知
書
で
納
付
の
方（
負
担
者
）

　

各
個
人
で
保
管
さ
れ
て
い
る
領
収
書

○
口
座
振
替
で
納
付
の
方
（
負
担
者
）

　

市
か
ら
送
付
さ
れ
る
口
座
振
替
分
の

納
付
済
通
知
書
…
１
月
下
旬
に
送
付

　

な
お
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
さ
れ
て
い
る
以
外
の
方
で
、
１
年

間
の
納
付
額
が
不
明
の
場
合
は
、
市
が

発
行
す
る
保
険
料
（
税
）
の
証
明
書
を

確
定
申
告
等
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
本

人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
（
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状
等
が
必
要
）
が
、
下
記

の
窓
口
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
の
際
に
必
要
な
書
類

市
で
発
行
で
き
る
証
明
書

　

①
〜
③
の
証
明
書
は
、
事
情
に
よ
り

窓
口
で
の
申
請
が
難
し
い
場
合
、
電
話

申
請
に
よ
り
ご
自
宅
へ
の
郵
送
も
可
能

で
す
が
、発
送
は
後
日
と
な
り
ま
す
。

!

　

平
成
23
年
中
に
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
額
は
、
所
得
税
や
市
県
民
税
の
確

定
申
告
等
で
、「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
一
部
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。
な
お
、
申
告
の
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
類
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
の
ご
案
内

税
の
申
告
に
使
え
ま
す
！

「障害者控除
対象者認定書」
を交付します
　身体障害者手帳などを持ってい
ない65歳以上の介護認定者で、身
体障がい者と同等程度の方に、申
請により認定書を交付します。
　この認定書を持参することで、
確定申告等の際、本人または扶養
者の税金が減額になる場合があり
ます。
対　象　平成23年中に要支援２ま
たは要介護１から５の認定を受け
た65歳以上の介護認定者のうち、
身体障害者手帳、みどりの手帳（療
育手帳）、精神障害者保健福祉手
帳を持っていない方
２本人または代理人の方が「介護
保険被保険者証」を持参のうえ、
下記窓口で申請してください。
１高齢者介護課☎２５－５２０５
吉田・大滝・荒川総合支所
介護保険担当
　吉田☎７２－６０８２　
　大滝☎５５－０８６５
　荒川☎５４－２１１６

平成24年度　市･県民税の主な税制改正

扶養控除の見直しを行います
① 特定扶養親族のうち、16歳以上19歳未満の
方に係る扶養控除の上乗せ部分（12万円）を
廃止し、扶養控除の額を33万円とします

　これに伴い、特定扶養親族の範囲が、19歳以上23
歳未満の扶養親族に変更されました。なお、年齢70
歳以上の老人扶養親族に関しては変更がありません。

② 年少（０歳から15歳）扶養
親族に係る扶養控除を廃
止します

　これに伴い、扶養控除の対象
が年齢16歳以上の扶養親族とな
ります。

●改正後の扶養控除額
区分 対　象 控除額

一般の控除対象
扶養親族

平成５年１月２日～平成８年１月１日に生まれた方
昭和17年１月２日～昭和64年１月１日に生まれた方 330,000円

特定扶養親族 昭和64年１月２日～平成５年１月１日に生まれた方 450,000円

老人扶養親族　 昭和17年１月１日以前に
生まれた方

同居老親等以外 380,000円

同居老親等 450,000円

１市民税課
　☎２２－２２０９
吉田・大滝・荒川総合
支所市民福祉課
吉田☎７７－１１１３
大滝☎５５－０１０１
荒川☎５４－２１１５

●年齢別の扶養控除の概要

33万円

45万円

年少扶養親族

廃止

一般の
控除対象
扶養親族

上乗せ部分
12万円

廃止

特定扶養
親族 一般の控除対象

扶養親族

22歳 23歳

33万円

38万円

45万円

33万円

控除額

16歳 18歳～15歳0歳 19歳 69歳 70歳～

45万円

38万円

年齢

老人扶養親族

同居老親等
加算

控除対象扶養親族

扶養親族

平成23年度　税に関する中学生の標語受賞作品　埼玉県教育長賞
さぁ知ろう　税の種類と　使いみち　　～秩父一中　３年　吉野　亜美さん～
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平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
業
用
資
産
（
償
却
資

産
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
左
記

窓
口
で
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
期
限　

１
月
31
日
㈫
ま
で

※ 

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申

告
も
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.eltax.jp

/

２
資
産
税
課
☎
25

－

６
０
７
６

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
３

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５

　

少
額
な
還
付
申
告
相
談
お
よ

び
申
告
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す
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最
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の
う
え

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と　
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２
月
１
日
㈬
〜
15
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午
前
９
時
30
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〜
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※ 

相
談
の
内
容
に
よ
っ
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は
低

額
で
す
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有
料
と
な
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と
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あ
り
ま
す
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事
前
連
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の

際
に
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さ
い
。

１
関
東
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士
会
秩
父
支

部
事
務
局
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24
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４
０

償
却
資
産（
固
定
資
産
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の
申
告
は
お
早
め
に

税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の

還
付
申
告
無
料
相
談

平成24年度申告受付・相談日程表 １市民税課市民税担当
　☎２２－２２０９
吉田・大滝・荒川総合支所税務担当
　吉田☎７７－１１１３
　大滝☎５５－０１０１
　荒川☎５４－２１１５

平成24年度市・県民税の申告は、表のとおり地区別に各会場で行います。
なお、申告に関するお知らせは、市報２月号に掲載します。

秩父会場
受付時間　２/15㈬（浦山地区）：午前９時～午後１時
　　　　　２/16㈭～３/15㈭　 ：午前９時～午後４時
月　日 申告受付対象地区 申告受付会場
２/15㈬ 浦山 浦山公民館
２/16㈭ 宮本・巴・大沼・八幡

影森公民館
２/17㈮ 旭・栄
２/20㈪ 久那 久那公民館
２/21㈫ 上山田・下山田

高篠公民館
２/22㈬ 中山田・栃谷本・栃谷・定峰
２/23㈭ 中寺尾・下寺尾

尾田蒔公民館
２/24㈮ 上寺尾・蒔田・田村
２/27㈪ 太田・伊古田

大田公民館
２/28㈫ 品沢・堀切・小柱
２/29㈬ 諏訪

原谷公民館３/１㈭ 宮崎・大野原
３/２㈮ 上黒谷・下黒谷
３/４㈰ 該当日に都合のつかない方

歴史文化伝承館
５階第１会議室

３/５㈪ 日野田町・野坂町・滝の上町
３/６㈫ 上町
３/７㈬ 中町・本町・宮側町・番場町・上野町・東町
３/８㈭ 道生町・中村町・阿保町
３/９㈮ 近戸町・桜木町・金室町・永田町・柳田町
３/11㈰ 該当日に都合のつかない方
３/12㈪ 熊木町・大畑町・上宮地町
３/13㈫ 中宮地町・下宮地町・相生町・別所
３/14㈬

該当日に都合のつかない方
３/15㈭

受付時間　　いずれも午前９時～午後４時
月　日 申告受付対象地区 申告受付会場
２/15㈬ 名水久那（久那）

荒川総合支所

２/16㈭
石原（下石原・上石原・上田野北県住）

２/17㈮
２/20㈪

若御子（栃久保・糀屋・船川・越・
　　　　上田野県住）２/21㈫

２/22㈬
２/23㈭

上田野（事上・下半縄・上半縄・坂口）２/24㈮
２/27㈪
２/28㈫

荒川日野（芦川・寺沢・下日野）
２/29㈬

３/１㈭ 荒川中央（大塚・松葉・小野原・
　　　　　鷺ノ巣・柴原・皆谷原住宅）

３/２㈮ 下白久（豆早原・橋場・原）
３/４㈰ 該当日に都合のつかない方
３/５㈪ 上白久（中野・青梅・上サ・白久住宅）
３/６㈫

日向（上郷・上平・反平・下郷）
３/７㈬
３/８㈭ 贄川（猪鼻・町分・古池・大指）
３/９㈮

該当日に都合のつかない方３/12㈪
～３/15㈭

荒川会場

月　日 受付時間 申告受付対象地区 申告受付会場
２/15㈬

午前９時～午後４時

吉田阿熊

吉田総合支所

２/16㈭ 吉田久長（久長上）
２/17㈮ 吉田久長（久長元・藤頼）
２/20㈪ 下吉田（取方・桜井）
２/21㈫ 下吉田（本町・上町・仲町・新志）
２/22㈬ 下吉田（藤沢・関小暮）
２/23㈭ 下吉田（新田原）
２/24㈮ 下吉田（上野釜の上赤柴・橋倉）
２/27㈪ 下吉田（布里田中・矢畑）
２/28㈫

下吉田（井上）
２/29㈬
３/１㈭

下吉田（椋本）
３/２㈮
３/４㈰ 該当日に都合のつかない方
３/５㈪ 午前10時～正午 吉田太田部 吉田小学校太田部分校

３/６㈫
午前９時～正午 上吉田（小川・明ヶ平）

吉田高齢者
生産活動センター

午後１時～４時 上吉田（女形）

３/７㈬
午前９時～正午 上吉田（大波見・小川戸）
午後１時～４時 上吉田（塚越）

３/８㈭
午前９時～正午 上吉田（久形・女部田）
午後１時～４時 上吉田（中島・千鹿谷）

３/９㈮
午前９時～正午 上吉田（石間戸・大棚部）
午後１時～４時 上吉田（宮戸）

３/12㈪

午前９時～午後４時

吉田石間 吉田石間交流学習館
３/13㈫

該当日に都合のつかない方 吉田総合支所３/14㈬
３/15㈭

吉田会場

月　日 受付時間 申告受付対象地区 申告受付会場
２/16㈭
～２/22㈬ 午前９時～午後４時 該当日に都合のつかない方　　

大滝総合支所２/23㈭
午前９時～正午 大達原区・大輪区・神岡区
午後１時～４時 鶉平区・大久保区・二瀬区

２/24㈮ 午前９時～正午 落合区・三十槌区・小双里区

２/27㈪
午前９時30分～11時30分 強石区・巣場区

強石健康元気プラザ
午後１時30分～３時30分 大血川区

２/28㈫
午前９時30分～11時30分 麻生区・寺井区・上中尾区 寺井区集会所
午後１時30分～３時30分 三峰区 三峰コミュニティーセンター

２/29㈬
午前９時30分～11時30分 中双里区・中津川区 中津川区集会所
午後１時30分～３時30分 栃本区・川又区 栃本会館

３/１㈭
～３/15㈭ 午前9時～午後4時 該当日に都合のつかない方　 大滝総合支所

大滝会場

月　日 受付時間 申告受付対象地区 申告受付会場

３/４㈰ 午前９時～午後４時
秩父市役所管内の方 伝承館5階第1会議室
吉田総合支所管内の方 吉田総合支所
荒川総合支所管内の方 荒川総合支所

３/11㈰ 午前９時～午後４時 秩父市役所管内の方 伝承館5階第1会議室

※各会場とも、上記以外の休日（土・日・祝日）申告受付は行いません。

日曜日の申告受付（平日に都合がつかない方の申告を受け付けます）

平成23年度　税に関する中学生の標語受賞作品　秩父県税事務所長賞
納税は　だれもがやれる　国づくり　　～影森中　１年　髙野　拓巳くん～

申告期限は
３月15日㈭
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秩父市の連 結財 務諸 表
平成22年度決算

　市では、国の推奨する企業会計的手法を取り入れた「新地方公会計制度」に基づき、公営事業や
第３セクターなどの団体を含めた連結ベースでの財務諸表（①貸借対照表、②行政コスト計算書、
③純資産変動計算書、④資金収支計算書）を次のとおり作成しました。
　なお、財務諸表について詳しくは、市Ｃをご覧いただくか、お問い合わせください。
１会計課☎２５－５２１９

①貸借対照表

③純資産変動計算書

②行政コスト計算書
　基準日時点の秩父市の資産保有状況と、その資産の財源調達状
況を対照表示したものです。

資産   2,018億 2,922万円
　市が所有している財産   
　【内訳】   
 公共資産  1,843億 9,746万円
  学校、道路など  

 投資等  94億 2,270万円
  出資金、基金、有価証券など  

 債権  20億 5,505万円
  未収金、貸付金など  

 資金  59億 5,402万円
  現金、預金など  

一会計期間において、純資産がどのように変動したかを表します。

期首純資産残高  1,493億 4,746万円
当期変動額  
 純経常費用  ▲315億 7,425万円
  純経常行政コスト  

 財源調達  407億 2,129万円
  市税収入、国県補助金など  

 その他  ▲80億 5,354万円

期末純資産残高  1,504億 4,096万円

　一会計期間における資産形成に結びつかない、行政サービスに
伴うコストを明らかにするものです。

経常費用  384億 1,233万円
　【内訳】  
 人にかかるコスト  78億 8,530万円
  職員給与、議員報酬など  

 物にかかるコスト  48億 640万円
  維持補修費、減価償却費など  
 移転支出的なコスト  200億 1,791万円
  補助金、福祉給付など  

 その他のコスト  57億 272万円
  委託費、地方債の利子など  

経常収益  68億 3,808万円
  使用料・手数料など  

純経常行政コスト  315億 7,425万円
　経常費用から経常収益を差し引いた 
　純粋な行政コスト

対象範囲：一般会計、特別会計、公営企業会計（水道、病院）、㈱龍勢の町よしだ、
㈱源流郷おおたき、㈲ちちぶ観光機構、㈲秩父浦山ダム振興センター、
㈶秩父地域振興公社、　（福）秩父市社会福祉事業団、市町村総合事務組合

※総務省「新地方公会計制度研究会報告書」における「基準モデル」で作成。
※基準日時点の秩父市の人口：68,701人（外国人登録を含みます。） 
※表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

負債   513億 8,826万円
　将来世代が負担する必要のある
　借入金や地方債などの債務

純資産  1,504億 4,096万円
　現在までの世代がす
でに負担した金額で返
済義務を負わないもの

純資産比率　74.5%
（資産のうち、返済義務を負わ
ない資金の割合）

住民１人あたり資産 293万 8千円 （H21 : 290万円）

住民１人あたり負債 58万 6千円 （H21 : 58万7千円）

負債
481.9

負債
521.7

負債
513.9

純資産
1,559.9

純資産
1,493.5

純資産
1,504.4

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

2,500.0

H20年度 H21年度 H22年度

資産合計
2041.8

資産合計
2015.2

資産合計
2018.3

金
額
（
億
円
）

作成基準日：平成23年３月31日

住民１人あたり人件費 11万 5千円 （H21 : 12万9千円）
住民１人あたり純経常行政費用 46万円 （H21 : 47万8千円）

経常費用内訳

人にかかる
コスト
21％

物にかかる
コスト
12％

移転支出的
なコスト
52％

その他の
コスト
15％

経常費用
384億
1,233万円

④資金収支計算書
一会計期間における資金の流れを性質の異なる３つの活動に分け
て表示したものです。

期首資金残高  54億 4,878万円
当期収支  
 経常的収支  65億 181万円
  行政サービスに伴う経常的な収支  

 資本的収支  ▲52億 3,596万円
  資本形成活動に伴う収支  

 財務的収支  ▲7億 6,061万円
  地方債などの管理に伴う収支  

期末資金残高  59億 5,402万円
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調
査
方
法

①
調
査
員
に
よ
る
調
査

　

知
事
が
任
命
す
る
調
査
員
が
、支
社
等

の
な
い
事
業
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や
新
設
の
事
業
所
を
１
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旬
ご
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に
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し
て
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査
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を
配

布
し
、２
月
１
日
以
降
に
回
収
し
ま
す
。

②
国
、
県
お
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に
よ
る
調
査

　

市
内
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一
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製
造
業
の
事
業
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を
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民
間
事
業
者
を
通

じ
て
郵
送
で
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
基
準
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平
成
24
年
２
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１
日
㈬

記
入
事
項　

経
営
組
織
、
事
業
所
の
開

設
時
期
、
従
業
者
数
、
事
業
所
の
主
な

事
業
内
容
、売
上
お
よ
び
費
用
の
金
額
、

事
業
別
売
上
金
額
な
ど

廃
止
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
統
計
調
査

●
廃
止　

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
、
本
邦
鉱
業
の

す
う
勢
調
査

●
中
止　

平
成
21
年
商
業
統
計
調
査
、

平
成
23
年
工
業
統
計
調
査
、
平
成
23
年

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調
査

１
情
報
政
策
課
☎
22

－

２
２
０
４

平
成
24
年

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

に
ご
協
力
を

※調査対象となる集団全体のこと

日本ジオパーク認定記念ウオーク
「三波川結晶片岩※を歩く
（長瀞町の日本一を訪ねて）」

　日本地質百選の１つである「長瀞」は、三波川結
晶片岩がダイナミックに露出している日本有数の
地域。今回は、長瀞のガイドウオークを開催します。

と　き　２月18日㈯午前９時30分～午後３時30分
（野上駅に集合・樋口駅で解散）

内　容　日本一の板石塔婆、洪
こう

水
ずい

位
い

磨
ま

崖
がい

標
ひょう

、高砂
橋下の変形小構造などをめぐり、大地の躍動を感
じるツアー

持ち物　弁当、飲み物　参加費　500円（保険料他）
２当日集合場所にて
※ 約7500万年前ごろ玄武岩質火山噴出物と泥や砂が、プレー
トによって地下深くにもぐり変成をうけてできたもの。

●「日本ジオパーク秩父会議」を開催！
　日本ジオパークネットワーク主催による全
国初の研修会が、２月15日㈬～17日㈮に秩父
で開催されます。講演やジオツアーを実施す
るほか、秩父ならではの「ジオ端

ばた

会議」を開催
する予定です。

※ 15日㈬には、市民向けの講演会を行います。
詳しくはお問い合わせください。

１秩父まるごとジオパーク推進協議会事務局
　（市役所観光課内）☎２５－５２０９

9

　秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、
小鹿野町の１市４町が、平成21年９月
に協定を結び、連携協力して圏域内の
行政サービスの向上を図り、地域全体
の住民が安心して暮らせる地域を目指
している政策のことです。

　

秩
父
地
域
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体
が
、
こ
れ
か
ら
と
も
に
歩
ん
で
い
く

未
来
を
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す
く
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み
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い
ロ
ゴ
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ク
・
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ッ
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ズ
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集
し
ま
す
。
採
用
作
品
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
看
板

へ
の
使
用
を
は
じ
め
、
広
く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

応募条件など

●両部門共通事項
・どなたでも応募できます。
・応募用紙１枚につき１点の記載としますが、一人何点でも応募できます。
・ 両部門ともに作品のわきに説明（作成意図・解説）を記入してください。（審
査対象です。）

・住所、氏名、ふりがな、年齢、電話番号を必ず記入してください。

応募方法　２月29日㈬までに下記窓口へ郵送（当日消印有効。メールは不可）
※ 採用作品に関する著作権等の一切の権利は「ちちぶ定住自立圏推進委員会」
に帰属します。

※採用作品を使用する際、一部修正、補正して使うことがあります。
※応募作品は返却しません。
※応募作品は未発表かつ自作の作品に限ります。
賞　金　ロゴマーク採用作品（１点）：５万円
　　　　キャッチフレーズ採用作品（１点）：５万円
※ 賞金には、所得税がかかります。受賞者が未成年の場合は、保護者の方に賞
金をお渡しします。

選考および発表方法　当推進委員会で選考し、採用作品を決定します。発表は、
秩父圏域内の市町広報紙などで発表するとともに、本人へ直接通知します。
２・１ちちぶ定住自立圏推進委員会事務局（市役所地域政策課内）
　〒368－8686　熊木町８－15　☎２２－２８２３

　ロゴマーク部門
・Ａ４の白色用紙を縦に使用すること
・「ちちぶ定住自立圏」の文字をどこかに記載すること
・ デザインは、カラー、単色のいずれでもＯＫ。カラーの場合は、単色で
の使用の場合も想定すること（そのため、“ぼかし”の表現は不可）

・ 最少使用サイズは「２㎝×２㎝」程度を予定しているため、このサイズ
でも見やすいものにすること

　キャッチフレーズ部門
・文字数は12文字以内とすること
・漢字、ひらがな、カタカナ、ローマ字のいずれを使用（混用）してもＯＫ。



　

市
で
は
、
公
共
施
設
等
の
放
射

線
量
が
高
い
箇
所
に
つ
い
て
の
測

定
方
法
・
除
染
の
基
準
を
次
の
と

お
り
定
め
、
市
が
管
理
し
て
い
る

施
設
の
う
ち
、
小
中
学
校
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
児
童
館
、
公
園
な

ど
の
屋
外
を
子
ど
も
が
利
用
す
る

施
設
95
か
所
の
空
間
放
射
線
量
測

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
平
均
的
な
放
射
線
量
の

測
定
値
が
「
毎
時
０
．
２
３
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
で
あ
っ

た
場
合
に
は
、
別
途
詳
細
調
査
を

実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
施

設
の
面
的
除
染
を
行
い
ま
す
。

　

雨
ど
い
の
下
、
雨
水
が
集
中
す

る
箇
所
、
樹
木
の
周
り
等
局
所
的

に
放
射
線
量
が
高
い
と
予
測
さ
れ

る
箇
所
は
、
測
定
値
が
「
毎
時
１

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
の

場
合
、
除
染
を
行
い
ま
す
。

　

比
較
的
高
い
放
射
線
量
の
区
域

が
あ
る
大
滝
地
域
の
山
間
部
の
測

定
結
果
お
よ
び
11
月
末
か
ら
12
月

中
旬
に
か
け
て
実
施
し
た
放
射
線

量
の
定
期
測
定
結
果
は
上
記
の
と

お
り
で
、
測
定
し
た
す
べ
て
の
地

点
で
基
準
値
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
放
射
線
量
測
定
値
・
震

災
関
連
情
報
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
市
Ｃ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

１
危
機
管
理
課
☎
22

－

２
２
０
６

表１　大滝地域の放射線量測定結果
測定地点名 地表から

の高さ　 11/29 12/7 12/12

大陽寺駐車場
0cm 0.116 0.111 0.103 
50cm 0.105 0.108 0.111 
100cm 0.103 0.107 0.105 

川又観光トイレ
0cm 0.142 0.139 0.132 
50cm 0.116 0.116 0.122 
100cm 0.117 0.121 0.103 

川又：入川橋付近
0cm 0.170 0.150 0.166 
50cm 0.150 0.154 0.163 
100cm 0.150 0.141 0.140 

栃本消防団詰所
0cm 0.157 0.156 0.141 
50cm 0.131 0.131 0.144 
100cm 0.120 0.114 0.119 

滝沢サイクルパーク
0cm 0.092 0.122 0.135 
50cm 0.082 0.107 0.122 
100cm 0.080 0.110 0.119 

中津川こまどり荘
0cm 0.134 0.096 0.094 
50cm 0.113 0.082 0.085 
100cm 0.111 0.091 0.086 

仏石山トンネル付近
0cm 0.145 0.120 0.120 
50cm 0.127 0.117 0.110 
100cm 0.125 0.107 0.118 

三峰駐車場
0cm 0.108 0.098 0.102 
50cm 0.097 0.099 0.088 
100cm 0.095 0.095 0.086 

表２　市内放射線量測定結果
施　設　名 地表から

の高さ　 11/28 12/5 12/12

市役所本庁舎

0cm 0.096 0.114 0.093 

50cm 0.077 0.089 0.088 

100cm 0.078 0.081 0.084 

150cm 0.074 0.077 0.073 

吉田総合支所

0cm 0.087 0.095 0.091 

50cm 0.084 0.087 0.081 

100cm 0.081 0.077 0.081 

150cm 0.079 0.083 0.070 

大滝総合支所

0cm 0.077 0.086 0.085 

50cm 0.077 0.076 0.079 

100cm 0.069 0.073 0.062 

150cm 0.070 0.073 0.063 

荒川総合支所

0cm 0.108 0.104 0.093 

50cm 0.090 0.092 0.101 

100cm 0.080 0.085 0.090 

150cm 0.089 0.075 0.085 

※単位：マイクロシーベルト毎時
※簡易測定器による測定のため、あくまでも参考値です。
※使用測定器：「環境放射線モニタ Radi PA-1000」
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市
内
の
放
射
線
量
測
定
を
実
施
中

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
要
件

0.23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時

※ 

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
勧
告
で
示
さ
れ
た
平
常

時
年
間
放
射
線
量
の
限
度
、
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
相
当
す
る
１
時

間
値
で
あ
る
毎
時
０
．
２
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
、
基
本
方
針

（
閣
議
決
定
）
と
し
て
11
月
11
日
に
発
表

　

市
内
の
中
学
校
に
通
う
皆
さ
ん

が
、
各
分
野
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残
し
ま
し
た
。今
月
号
で
は
、秋
に
開

催
さ
れ
た
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
活

躍
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　秩父第二中学校の卓球部が、ダ
ブルスで準優勝を受賞。普段から
の練習の成果を十二分に発揮しま
した。
※ 左から大島佳

か

奈
な

さん、杉田知
とも

美
み

さん
（２年）

　秩父第二中学校の相撲部も団体の
部で堂々の３位入賞。今後の活躍に
期待がもてそうです。
※左から井上直

なお

輝
き

くん、勅使河原敬
けい

亮
すけ

くん、
　永田和

かず

也
や

くん、関根 駿
しゅん

くん（２年）

　吉田中学校の相撲部が団体の部で優
勝、個人の部でも優勝・準優勝という
素晴らしい成績を収めました。
※ 左から坂本地

ち

広
ひろ

くん（２年）、村田彪
ひょう

雅
が

くん
（個人の部 優勝・１年)、田嶋太

た

一
いち

くん（個人
の部 準優勝・２年)、小島空

そう

太
た

くん（１年）

　大滝中学校の山中美
み

来
く

さん（３
年）が、地域が誇る伝統芸能であ
る三峯神代神楽について、自らの
体験をもとに想いを書き綴

つづ

った作
文「神楽を継承して」で、優秀賞
を受賞しました。

県
民
の
日
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

新
人
体
育
大
会 

兼

県
民
総
合
体
育
大
会

●
相
撲
の
部

新
人
体
育
大
会 

兼

県
民
総
合
体
育
大
会

●
卓
球
の
部



公共工事の入札結果（税込500万円以上）

入札
契約
方法

契約日
【完成予定】

事　　業　　名
【事業場所】

予定価格
【契約金額】
(税込／円)

率
※ 契約業者 工事担当課

一
般
競
争
入
札

11月４日
【３月】

川久保地内配水管布設替
工事
【吉田阿熊地内】

19,425,000
【16,453,500】 84.70% 太洋建設㈱ 水道部吉田事務所

☎72－6085

11月４日
【３月】

久那37号線道路改築工事
【久那地内】

15,487,500
【12,724,110】 82.16% ㈱松岡組 道づくり河川課

☎26－6864

11月４日
【３月】

秩父市立南小学校体育館
改築設計他業務委託
【野坂町二丁目14番29号地内】

32,571,000
【6,615,000】 20.31% ㈱丸岡設計 建築住宅課

☎26－6869

11月17日
【２月】

森林管理道三峰線改良工
事（再１）
【三峰地内】

14,994,000
【12,320,700】 82.17% ㈱高野組 大滝・地域振興課

☎55－0861

11月25日
【３月】

別所90号線道路改築工事
【別所地内】

29,988,000
【24,788,400】 82.66% ㈱斎藤組 道づくり河川課

☎26－6864

指
名
競
争
入
札

11月４日
【１月】

吉田幹線１号線道路法面
補修工事
【下吉田地内】

6,447,000
【5,486,250】 85.10% ㈱斎藤組 吉田・地域振興課

☎72－6083

11月４日
【３月】

幹線55号線配水管布設替
工事
【金室町地内】

5,985,000
【5,132,400】 85.75% ㈲黒澤水道設備 水道部工務課☎25－5222

11月４日
【３月】

大田540号線配水管布設
替工事
【太田地内】

9,975,000
【8,389,500】 84.11% ㈲喜多園水道部 水道部工務課☎25－5222

11月18日
【２月】

羊山軟式テニスコート
フェンス改修工事
【大宮地内】

5,995,500
【5,247,900】 87.53% ㈱萩原工務店 都市計画課

☎26－6867

11月25日
【２月】

尾田蒔中学校屋根防水工事
【寺尾2006番地】

6,205,500
【5,307,750】 85.53% ㈱高橋組 建築住宅課

☎26－6869

随
意
契
約

11月4日
【３月】

大田251号線他道路改築
工事に伴う配水管布設替
工事
【品沢地内】

5,838,000
【5,775,000】 98.92% ㈱下山工務店 水道部工務課

☎25－5222

※印：一般競争入札、指名競争入札は「落札率」、随意契約は「契約率」を表します。
１工事の内容…表中の工事担当課　契約関係…契約課☎２５－５２１６

●
ミ
ゼ
ッ
テ
ィ
工
業
㈱

　

秩
父
み
ど
り
が
丘
工
業
団
地
内
に
あ

る
同
社
秩
父
工
場
で
は
、
遊
園
地
向
け

遊
具
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
社
の
ゴ
ー
カ
ー
ト
製
品
は
、
国
内
市

場
で
は
約
７
割
の
シ
ェ
ア
を
誇
り
ま

す
。
自
社
開
発
し
た
ゴ
ー
カ
ー
ト
の
新

製
品
は
、
外
観
も
本
格
的
で
す
が
、
電

気
モ
ー
タ
ー
式
で
環
境
に
優
し
い
設
計

に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
長
も
、
新
製
品

の
試
乗
を
行
い
、
夢
に
あ
ふ
れ
る
製
品

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

●
み
ど
り
化
学
㈱

　

同
社
の
福
島
県
に
あ
る
工
場
は
、
原

発
事
故
に
よ
り
操
業
不
能
に
な
っ
て
し

秩
父
ふ
る
さ
と
館

お
客
様
感
謝
祭

新
春
福
引
セ
ー
ル

　

１
月
２
日
㈪
〜
９
日
（
月
・
祝
）
の

セ
ー
ル
期
間
中
、秩
父
ふ
る
さ
と
館
で

１
，０
０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方

を
対
象
に
、福
引
券
を
お
配
り
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

※ 

福
引
は
同
期
間
中
に
実
施
し
ま
す
。

（
景
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

１
秩
父
ふ
る
さ
と
館
☎
23

－

７
３
０
０ 

市
長
の
企
業
訪
問
⑨

みどり化学㈱の工場内で香料原料の
生産過程の説明を受ける久喜市長

ザ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
秩
父

　

秩
父
市
商
店
連
盟
連
合
会
が
運
営
す

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ「
ザ
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
秩
父
」（
ウ
ニ
ク
ス
秩
父
内
）が
１
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

内　

容

・
地
元
農
産
物
の
販
売

・
地
元
商
工
業
製
品
の
販
売

・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
と
し
て
の
貸
出
し

（
会
議
室
で
の
ご
利
用
も
で
き
ま
す
。）

・
映
画
イ
ベ
ン
ト

※
詳
し
く
は
市
報
２
月
号
に
て
！

ま
っ
た
た
め
、秩
父
み
ど
り
が
丘
工
業
団

地
に
工
場
を
新
設
し
、
11
月
初
旬
か
ら

稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
福

島
県
か
ら
転
居
し
て
き
た
約
10
人
の
社

員
に
よ
り
、
香
料
原
料
の
生
産
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
で
は
今
後
も
被
災
企
業

へ
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　市では、企業向けの情報提供サービスとし
て「企業支援メール」の配信を始めました。
企業支援施策やセミナーのご案内など、企業
活動に有益な情報をメールマガジン形式で配
信します。配信をご希望の方は、電子メール
に次の事項を記載してご送信ください。
送信先メールアドレス
　kigyo@city.chichibu.lg.jp
件名　「支援メール配信希望」
本文　企業名（商号）および氏名を記入

企業支援メールの
配信を開始！

　市では、世界規模のSNS（ソーシャル・ネッ
トワーキング・サービス）であるFacebook
において、企業向け情報の提供を始めました。
次のアドレスで閲覧できます。
http://www.facebook.com/chichibu.bizsupport

２・１企業支援センター☎２１－５５２２

企業支援センターの
フェイスブックページを開設！

ペットを捨てたり、虐待することは犯罪です！違反すると、動物愛護法により、
懲役や罰金が科せられます。最後まで愛情と責任を持って飼いましょう！11



山中　颯
そう

馬
ま

 くん
「寅年生まれだよ
にぃに～、ねぇね～、一緒にあそぼ♪」

（上町）

島﨑　勘
かん

匠
た

 くん
「ニコニコです♡」

（柳田町）

坂本　晴
はる

 くん
「おちゃちゃ大好き！！」

（大野原）

黒澤　優
ゆ

衣
い

 ちゃん
「いつもお兄ちゃんと一緒！」

（山田）

応募方法
　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686  熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は、毎月末までに、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（１月締切り分→３月号に掲載）
　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。投稿の際、住所・氏名・ふりがなを、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。
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俳

句

竹
内
弥
太
郎　

選

学
校
の
廊
下
に
拾
う
木
の
実
か
な

中

町

内
田　

定
男

目
貼
り
し
て
仮
設
の
窓
の
う
す
あ
か
り

野
坂
町

平
井　

武
子

碁ご

敵か
た
き

の
病
み
て
無ぶ

聊り
ょ
う

や
初
時
雨

吉
田
久
長

齋
藤　

大
仙

北
国
の
除
雪
の
友
の
老
い
に
け
り

滝
の
上
町

山
口　

照
子

草
じ
ら
み
払
う
間
も
な
し
昼
仕
度

山

田

高
橋　

洋
子

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
母
の
名
入
り
の
裁た

ち

鋏ば
さ
み

上
宮
地
町

野
﨑　

麻
衣

夜
の
静し

じ
ま寂
地
底
よ
り
湧
く
虫
の
声

上

町

藤
田　

正
巳

大
根
を
煮
付
け
し
匂
い
路
地
明
か
り

三

峰

山
中　

資
治

縄
跳
び
の
空
切
る
音
や
風
を
呼
ぶ

近
戸
町

須
田　

真
弓

宙
に
舞
う
最
後
の
一ひ

と

葉は

冬
に
入
る

上

町

浜
田　

秀
典

（
評
）
学
校
の
廊
下
に
木
の
実
を
見
つ
け
た
定
男
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
零こ

ぼ

れ
た
団ど

ん

栗ぐ
り

を
通
し
て
、
子
ど
も
の
素

朴
な
声
を
聞
く
思
い
を
表
白
し
ま
し
た
。
武
子
さ
ん
の
仮
設
住
宅
の
明
か
り
、
照
子
さ
ん
は
北
国
の
除
雪
を
詠
っ
て
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
へ
の
思
い
を
表
白
し
、
大
仙
さ
ん
の
病
む
友
へ
の
思
い
も
、
そ
の
絆
の
深
さ
を
詠
い
あ
げ
ま
し
た
。
洋
子
さ

ん
は
、
母
と
し
て
妻
と
し
て
の
生
活
を
詠
い
、
麻
衣
さ
ん
は
そ
の
母
へ
の
思
い
に
ひ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
、
人
の
温

か
み
を
詠
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
の
４
人
も
、
目
や
耳
で
捉
え
た
も
の
を
心
に
燃
焼
さ
せ
、
詩
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

短

歌

新
井　

悦
子　

選

ワ
ー
プ
ロ
に
対む

か

え
ば
不
思
議
と
湧
く
勇
気
妻
に
言
え
な
い
言
葉
も
打
て
る

下
影
森

江
田　

清
二

父
と
な
り
母
と
な
り
た
る
子
の
笑
顔
み
つ
め
る
先
に
孫
は
五
人
に

道
生
町

西　
　

弓
子

日
溜
り
を
欲
張
る
よ
う
に
取
り
入
れ
て
大
根
干
し
を
静
か
に
始
む

久

那

斎
藤
ヨ
ネ
子

住
み
慣
れ
し
家
を
離
れ
て
は
や
二
年
終つ

い

の
住す

み
か処

は
冬
日
の
温
し

吉
田
久
長

関　

清
一
郎

被
災
地
に
祈
り
捧
げ
る
ブ
ー
タ
ン
の
国
王
夫
妻
に
心
打
た
れ
る

栃

谷

竹
村　

ハ
ク

眼
球
を
残
し
度た

き
こ
と
医
師
に
告
ぐ
大
き
な
願
い
小
さ
な
希
望

荒
川
日
野

小
林　

映
子

移
り
行
く
時
代
に
二
、三
歩
お
く
れ
つ
つ
も
元
気
で
あ
れ
ば
幸
と
思
わ
ん

三

峰

千
島
サ
マ
井

突
風
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
舞
い
上
が
る
カ
ラ
ス
が
首
を
傾
げ
て
と
び
立
つ

大
野
原

斉
藤　

満
枝

草
も
み
じ
踏
み
分
け
て
行
く
散
歩
路
水
面
に
浮
か
ぶ
冬
鳥
が
二
羽

中
村
町

原　

紀
代
子

口
を
つ
ぎ
ど
っ
こ
い
し
ょ
と
出
て
し
ま
う
膝
の
痛
み
を
こ
ら
え
て
立
ち
ぬ

桜
木
町

木
村　

一
枝

（
評
）
江
田
さ
ん
、
下
句
に
な
ん
と
も
言
え
な
い
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
西
さ
ん
、
震
災
後
、
家
族
の
絆

の
大
切
さ
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
斎
藤
さ
ん
、
初
冬
の
風
物
詩
を
表
現
し
、
作
者
の
ゆ
っ
た
り
し
た
生
活
が
詠

ま
れ
て
い
ま
す
。
関
さ
ん
、
結
句
に
「
冬
日
の
温
し
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
施
設
も
温
か
い
雰
囲
気
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
。
竹
村
さ
ん
、
若
い
ブ
ー
タ
ン
国
王
夫
妻
は
感
じ
の
い
い
お
方
で
し
た
。
テ
レ
ビ
の
画
面
を
通
し
て
も
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
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市ホームページ版「ちちぶトピックス」もぜひご覧ください！

▲ ビニールシートがかけられた屋
台（上）とブルーシートの下で
上演された屋台芝居（下）

　11月26日、文化体育セン
ターで「チャリ

ティー親子新体操教室」が
開催されました。

「ちちぶ・ふぁいぶるクラ
ブ」主催のこの教

室では、元日本代表選手の
日高舞さんや秩父

市出身の指導者　浅見早登
子さんの指導のも

と、親子など153人がリボ
ンをはじめとする

新体操の技術を学びました
。参加費は東日本

大震災の復興支援金として
寄附されました。

　12月３日、秩父夜祭大祭が行われ
ました。２日から降りしきる強い雨
に笠鉾・屋台の運行が危ぶまれまし
たが、昼過ぎに雨もあがり、夜には、
御
ご

神
しん

幸
こう

行列に続いて２台の笠鉾、４
台の屋台が見事に団子坂を曳き上げ
られました。土曜開催となった今年
は、約26万５千人が訪れました。ク
ライマックスを迎えた御

お

旅
たび

所
しょ

（秩父
公園）内では、鳴り響く太鼓と花火
の音、天空に咲く花火と地上をゆら
めく提

ちょう

灯
ちん

の灯りが織り成す幻想的な
雰囲気に、多くの人が酔いしれたよ
うです。

　10月６日の交通事故で砕けて
しまった寺尾の地蔵が、11月11
日に復元されました。地域の方
に「22番の地蔵様」と愛される
この地蔵は、県道から札所22番
への交差点沿いに立っており、
武甲山を背にお地蔵様が立つ
のどかな山里風景は、観光客に
も人気があったそうです。地蔵
復元には地域の方だけでなく、
市外の観光客からも寄附が寄せ
られました。

　大滝文化協会主催の「大滝文化展」が、大滝公民館で開催されました。文化展には小中学生をはじめとした大滝在住・在勤の老若男女の作品395点が展示され、この日に向けて一年間コツコツと取り組まれた写真や盆栽、書画、手芸などの作品に、訪れた人も絶賛していました。初日のオープニングイベントでは、民謡クラブ、コーラス部、軽音楽部の活動発表や茶道部のお茶会も開かれ、活気あふれる文化展になりました。

　11月７日、吉田太田部地区のミニデイサービス参
加者の皆さんが吉田幼稚園・吉田保育所を訪問し、
子どもたちと触れ合いました。おじいさん、おばあ
さんから子どもたちに手作りの水鉄砲や竹とんぼ等
がプレゼントされ、子どもたちは、歌やダンス・秩父
屋台囃子の演奏をして、楽しい一日を過ごしました。

吉田幼稚園・吉田保育所で世代間交流

　11月22日、白久串人形芝居復興特別公演が開催さ
れました。公演では東京都無形文化財保持者の三代
目若松若

わか

太
だ

夫
ゆう

氏による生の説経節が披露され、観客
は「説経節と串人形芝居がマッチしてすばらしかっ
た。」と喝采していました。また、新調された「お里
人形」の初披露も行われ、妙

たえ

なる技により命を吹き
込まれた人形さばきに、観客は感服した様子でした。

「説経節」と「白久串人形芝居」公演

親子でリボンをクルクルク
ル

人々を見守るお地蔵様

雨上がりの夜空を焦がす夜祭の熱気

～隠れた才能がきらりと光る～　大滝文化展

▲ 笑顔
で指導

す

　る日
高さん
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一
年
で
も
っ
と
も
寒
く
な
る
の
が
こ

れ
か
ら
の
季
節
。
暦
の
う
え
で
は
、
今

年
は
１
月
21
日
㈯
が
二に

十じ
ゅ
う

四し

節せ
っ

気き

の
一

つ
「
大だ

い

寒か
ん

」
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

寒
い
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
た
つ
や
エ
ア

コ
ン
の
設
定
温
度
を
必
要
以
上
に
高
く

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
の
冬
は
、
夏
場
の
節
電
を
踏
ま

え
、普
段
の
生
活
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

節
電
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
各
家
庭
に
お
い
て
は
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
、
取
り
組
み
期
間
中
の

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

３
月
30
日
㈮
ま
で
の
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
９
時（
12
月
29
日
㈭
・
30

日
㈮
、
１
月
３
日
㈫
・
４
日
㈬
を
除
く
）

節
電
の
取
り
組
み
内
容

① 

室
温
の
設
定
は

20
℃
以
下
に
！

② 

照
明
器
具
の
こ

ま
め
な
ス
イ
ッ

チ
オ
フ

③ 

冷
蔵
庫
の
開
閉

時
間
の
短
縮

④ 

東
京
電
力
か
ら

届
く
「
電
気
ご

使
用
の
お
知
ら
せ
」（
検
針
票
）
に

よ
る
削
減
率
（
節
電
効
果
）
の
確
認

★ 

体
が
温
ま
る
飲
み
物
を
飲
む
、
簡
単

な
運
動
を
す
る
な
ど
、
体
を「
う
ち
」

と「
そ
と
」か
ら
温
め
る
工
夫
を
し
て
、

省
エ
ネ
の
実
践
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

向
け
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
エ

コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
１
・
冬
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
参
加
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
埼
玉
県
が
実
施
し
て
い
る

取
り
組
み
で
、
省
エ
ネ
、
省
資
源
の
成

果
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　

間　

３
月
20
日
（
火
・
祝
）
ま
で

※ 

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
環
境
立
市
推

進
課
（
伝
承
館
３
階
）、吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
お
よ
び
各
公
民
館
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
県
温
暖
化
対

策
課
の
Ｃ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

１
環
境
立
市
推
進
課
☎
22

－

２
３
７
８

創
意
と
工
夫
で
冬
の
節
電
を
！

〜
ひ
か
え
め
暖
房 

エ
コ
ラ
イ
フ
〜

・
水
道
管
等
に
、

専
用
の
保
温
材

ま
た
は
毛
布
等

を
巻
き
、
濡
れ

な
い
よ
う
ビ

ニ
ー
ル
で
覆
う

　

水
抜
き
バ
ル
ブ
（
立
ち
上
が
り
部
分

の
水
を
抜
く
た
め
の
も
の
）
の
設
置
取

り
付
け
の
際
は
、
秩
父
市
指
定
給
水
業

者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
布
や
毛
布
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、

メ
ー
タ
ー
全
体
を
包
む

・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
空
箱
を
、
ボ
ッ

ク
ス
に
合
わ
せ
板
状
に
切
っ
て
覆
う

　

な
お
、
検
針
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の

で
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
細
か
く
切
っ

て
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
い
れ
る
場

合
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ
て
か
ら
覆

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
の
水
が
凍
っ
て
破
裂
す
る

等
の
凍
結
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
ご

家
庭
内
の
水
道
管
や
水
栓
に
も
早
め
の

冬
仕
度
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
水
道
部
工
務
課
☎
25

－

５
２
２
２

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
５

　

大
滝
☎
55

－

０
３
０
０

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
７

水道管は
寒～いのがキライ！

水道管の冬仕度

水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

１
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

凍
結
防
止
方
法

２

　

凍
っ
た
水
道
管
等

に
、
タ
オ
ル
を
か
け

て
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
と〝
ぬ
る
ま
湯
〞

を
か
け
て
溶
か
し
ま

す
。〝
熱
湯
〞は
、絶
対
に
か
け
な
い
で
く

だ
さ
い
。破
裂
等
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
凍
結
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
締
め
、
す
ぐ
に
秩
父
市
指
定
給
水

業
者
に
連
絡
し
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
が
破
裂
す
る
と
、
大
変
不
便

で
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
大
切

な
水
を
む
だ
に
す
る
ば
か
り
か
、
工
事

費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
冬
場
を
事
故
な
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
水
道
施
設
を
大
切
に
正
し
く
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き
は
？

３
凍
結
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
た
ら

４

検索家庭の省エネ大事典 クリック！検索

「家庭の省エネ大事典2011年版」を活用して一層の省エネを実践しましょう！

「
こ
の
日
は
、
一
日
環
境
に
よ
い
こ

と
を
し
よ
う
」と
決
め
て
、「
エ
コ
ラ

イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」に
参
加
し
よ
う
！
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の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な
い
方

・ 

市
内
在
住
の
保
証
人
が
得
ら
れ
る
方

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈬
〜
20
日
㈮

募
集
人
数　

10
人
程
度

●
奨
学
金

（
武
山
育
英
資
金
・
髙
山
奨
学
資
金
等
）

申
込
資
格

・
保
護
者
が
市
内
在
住
の
方

・
学
校
長
の
推
薦
を
得
ら
れ
る
方

・ 

学
校
に
入
学
が
決
定
し
、
ま
た
は
在

学
中
で
、
学
資
の
支
出
が
困
難
な
方

・ 

奨
学
金
に
相
当
す
る
他
の
学
資
の
貸

し
付
け
を
受
け
て
い
な
い
方

・
保
護
者
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
市
内
在
住
の
保
証
人
が
得
ら
れ
る
方

申
請
書
配
布
・
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈬
〜
３
月
30
日
㈮

募
集
人
数　

20
人
程
度

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
Ｃ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
・
１
学
校
教
育
課
☎
25

－

５
２
２
８

対　

象　

昨
年
１
月
か
ら
12
月
の
水
道

の
検
針
に
よ
り
１
２
，０
０
０
㎥
を
超
え

る
使
用
が
確
認
さ
れ
た
製
造
業
事
業
所

補
助
金
額　

１
２
，０
０
０
㎥
を
超
え
る
水

道
使
用
量
分
に
対
し
、
１
㎥
当
た
り
10

円（
限
度
額
２
０
０
万
円
、製
造
工
程
に

関
わ
ら
な
い
水
道
使
用
量
分
は
除
く
）

申
請
期
限　

１
月
31
日
㈫
ま
で

２
・
１
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
21

－

５
５
２
２

　

昨
年
10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
の
制
度

が
変
わ
り
ま
し
た
。
申
請
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

市
報
11
月
号
11
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

支
給
額　

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き

　

０
〜
２
歳　

月
額
１
５
，
０
０
０
円

　

３
〜
12
歳　

月
額
１
０
，
０
０
０
円

（
第
３
子
〜　

月
額
１
５
，０
０
０
円
）

　

中
学
生　
　

月
額
１
０
，
０
０
０
円

申
請
期
限　

３
月
30
日
㈮
ま
で

１
こ
ど
も
課
☎
25

－

５
２
０
６

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

　

市
で
は
、
大
学
等
に
入
学
す
る
学
生

の
保
護
者
の
方
に「
入
学
準
備
金
」、高
等

学
校
や
専
門
学
校
、
大
学
等
に
入
学
が
決

定
し
た
方
や
在
学
中
の
方
に「
奨
学
金
」

の
貸
し
付
け
を
無
利
子
で
行
い
ま
す
。

●
入
学
準
備
金

申
込
資
格

・ 

市
内
在
住
の
方
で
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方

・ 

学
校
に
入
学
が
決
定
（
申
請
は
入
学

予
定
で
可
）し
た
学
生
の
保
護
者
で
、

入
学
準
備
金
の
調
達
が
困
難
な
方

・ 

入
学
準
備
金
に
相
当
す
る
他
の
費
用

　

電
気
設
備
改
修
の
た
め
、
臨
時
休
館

を
実
施
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日　

２
月
18
日
㈯
・
25
日
㈯

１
芸
術
文
化
会
館
☎
22

－

２
４
０
６

対　

象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

23
年
12
月
末
日
時
点
で
有
効
の
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
を
埼
玉
県
知
事
か
ら

交
付
さ
れ
て
い
る
方

支
給
額　

年
３
，
０
０
０
円

２
１
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
・
印
鑑
・
預
金
通
帳
（
本

人
名
義
）
を
持
参
し
、
左
記
窓
口
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

昨
年
度
難
病
患
者
見
舞
金
を
受
給
し

て
い
て
、
今
年
度
の
継
続
申
請
を
ま

だ
し
て
い
な
い
方
も
同
様
で
す
。

１
障
が
い
者
福
祉
課
☎
27

－

７
３
３
１

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

４

ご
利
用
く
だ
さ
い

入
学
準
備
金
制
度
・
奨
学
金
制
度

３

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

１

芸
術
文
化
会
館
臨
時
休
館

２

難
病
患
者
見
舞
金
を
支
給

５

多
量
に
水
を
使
う

製
造
業
事
業
所
の
水
道
料
金
を

一
部
補
助
し
ま
す

広告
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教
室
・
講
座

　

１
月
29
日
㈰
、
国
道
２
９
９
号
（
正

丸
ト
ン
ネ
ル
入
口
〜
飯
能
市
内
）
は
交

通
規
制
と
な
り
ま
す
。
飯
能
方
面
へ
は

名
栗（
山
伏
峠
）へ
迂
回
し
て
く
だ
さ
い
。

規
制
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

１
奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会
事
務
局

　

☎
０
４
２

－

９
７
２

－

６
０
２
８

①
骨
盤
体
操
＆
ボ
デ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定　

員　

60
人
（
先
着
順
）

②
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

時　

間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

定　

員　

60
人
（
先
着
順
）

と　

き　

①
・
②
の
教
室
と
も
１
月
20

日
〜
３
月
２
日
の
毎
週
金
曜
日
、（
２

月
24
日
を
除
く
）
全
６
回

指
導
員　

小
林
里
江
さ
ん

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
開
始
日　

１
月
13
日
㈮
〜

●
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

と　

き　

２
月
24
日
〜
３
月
30
日
の
毎

週
金
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
７
時
〜
８

時
30
分

定　

員　

60
人
（
先
着
順
）

指
導
員　

栗
田
貴
史
さ
ん（
東
京
体
育
）

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
開
始
日　

２
月
３
日
㈮
〜

２
・
１
い
ず
れ
も
参
加
費
を
添
え
て
文

化
体
育
セ
ン
タ
ー（
☎
24

－

４
０
０
４
）

窓
口
へ

※ 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
申
込
開
始

日
の
み
午
後
９
時
ま
で（
火
曜
定
休
）

と　

き　

１
月
20
日
〜
３
月
23
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日
、午
前
10
時
〜
正
午（
全

10
回
）

と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル

内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
と
プ
ー
ル

で
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
体
操

講　

師　

日
本
水
泳
連
盟
公
認
指
導
員

市
川
和
子
先
生

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

２
１
月
５
日
㈭
〜
15
日
㈰
ま
で
に
窓
口

ま
た
は
☎
に
て

１
温
水
プ
ー
ル
（
☎
22

－

７
４
１
１
）

と　

き　

２
月
２
日
㈭
〜
27
日
㈪
（
毎

週
月
、木
）午
後
７
時
〜
８
時（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

指
導
者　

秩
父
市
少
林
寺
拳
法
連
盟

２
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

４
０
０
４
）
ま
た
は
少
林
寺
拳
法
連
盟

坂
本
（
☎
24

－

６
７
６
０
）
へ

対　

象　

市
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
中
小
企
業
者

対
象
と
な
る
融
資
制
度

①
秩
父
市
小
口
・
特
別
小
口
金
融
制
度

② 

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
国
民
生
活
事

業
融
資
制
度
（
旧
国
民
生
活
金
融
公

庫
融
資
制
度
）

※ 

市
内
で
の
事
業
資
金
に
限
り
ま
す
。

他
の
市
町
村
か
ら
利
子
補
給
を
受
け

て
い
る
資
金
は
対
象
外
で
す
。

補
給
内
容　

年
間
支
払
利
子
の
20
％
以
内

（
１
世
帯
・
１
事
業
主
10
万
円
を
限
度
）

期　

間　

最
初
に
補
給
を
受
け
た
年
か

ら
連
続
し
た
10
年
以
内

※ 

平
成
17
年
３
月
31
日
以
前
の
借
入
れ

に
つ
い
て
は
、
従
来
と
同
様
で
す
。

申
込
期
間　

１
月
５
日
㈭
〜
31
日
㈫（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

申
込
窓
口　

①
の
制
度　

商
工
課
ま
た
は

吉
田
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

②
の
制
度

・
本
庁
管
内
↓
秩
父
商
工
会
議
所

・
大
滝
管
内
↓
同
会
議
所
大
滝
支
所

・
吉
田
・
荒
川
管
内

↓
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

１
商
工
課
☎
25

－

５
２
０
８

吉
田
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

秩
父
商
工
会
議
所
☎
22

－

４
４
１
１

同
会
議
所
大
滝
支
所
☎
55

－

０
６
６
１
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７

奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会

交
通
規
制
を
実
施

６

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

今
月
は
利
子
補
給
制
度
の

申
請
月
で
す

８

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
教
室

９

第
３
期
温
水
プ
ー
ル

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

10

少
林
寺
拳
法
初
心
者
教
室

広告



催

し

迎
え
る
た
め
に
、緩
和
医
療
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き　

２
月
23
日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

講　

師　

秩
父
市
立
病
院

　
　
　
　

内
科
部
長　

瀬
戸
山
敏
幸

定　

員　

１
５
０
人

参
加
費　

無
料

１
地
域
医
療
対
策
課
☎
22

－

２
２
７
９

と　

き　

２
月
16
日
㈭

●
第
一
部　

午
後
３
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

内　

容　
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
職
場

管
理
〜
あ
な
た
の
職
場
に
う
つ
の
仲

間
が
い
た
ら
ど
う
す
る
？
〜
」

講　

師　

清
水
隆
司
氏（
日
本
メ
デ
ィ

メ
ン
タ
ル
研
究
所
所
長
）

定　

員　

２
５
０
人

●
第
二
部　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

農
園
ホ
テ
ル
銀
杏
の
間

内　

容　
「
死
に
た
い
な
ん
て
言
わ
れ

た
ら
〜
家
族
・
友
人
・
自
分
が
う
つ

に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
？
〜
」

講　

師　

西
原
由
記
子

氏
（
国
際
ビ

フ
レ
ン
ダ
ー
ズ
東
京
自
殺
防
止
セ
ン

タ
ー
創
設
者
）

定　

員　

１
０
０
人

※ 

第
一
部
、
第
二
部
の
会
場
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
秩
父
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
22

－

０
６
４
８

も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

１
月
22
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
４
階
ホ
ー
ル

講　

師　

上
野
宗
久
先
生
（
埼
玉
医
科

大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
泌
尿
器
腫
瘍

科
教
授
）

入
場
料　

無
料

１
秩
父
郡
市
医
師
会
☎
22

－

０
５
７
０

と　

き　

２
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内　

容　
「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め

に

－
元
気
が
一
番

－

」

　

健
康
で
長
寿
の
秘
訣
を
分
か
り
や
す

く
話
し
ま
す
。

講　

師　

荒
川
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

対　

象　

60
歳
以
上
の
方
（
希
望
に
よ

り
60
歳
未
満
も
可
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

２
１
月
17
日
㈫
か
ら
☎
に
て
高
齢
者
憩

い
の
家
（
☎
22

－

０
７
１
３
）
へ

　

皆
さ
ん
は
「
終
活
」
と
い
う
こ
と
ば

を
ご
存
じ
で
す
か
？

自
分
自
身
の
終

末
を
考
え
る
の
は
、大
切
な
こ
と
で
す
。

元
気
な
う
ち
か
ら
自
分
ら
し
い
終
末
を

●
第
10
回
ハ
ー
ト
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座

と　

き　

２
月
３
日
〜
24
日
の
毎
週
金

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　

６
人
（
原
則
と
し
て
、
秩
父

郡
市
在
住
の
身
体
障
が
い
者
お
よ
び
高

齢
者
で
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
）

参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
教
材
費
含
）

●
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
サ
ロ
ン
開
催
中

と　

き　

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

内　

容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
、
相

談
会

年
会
費　

２
，
０
０
０
円

●
手
話
教
室
受
講
生
募
集

と　

き　

毎
週
木
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

内　

容　

手
話
の
基
礎
か
ら
始
め
、
日

常
会
話
ま
で
を
学
ぶ

年
会
費　

２
，
０
０
０
円
（
教
材
費
別

途
２
，
１
０
０
円
）

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

１
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ー
ト
秩
父

　

☎
・

25

－

１
０
２
６

　

男
性
の
前
立
腺
が
ん
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
病
気
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り
豊
か
な

17
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たばこのポイ捨て・歩きたばこは止めましょう！
たばこは喫煙所で！　携帯灰皿といっしょにマナーと良心を携帯しましょう

13
い
つ
ま
で
も　

若
々
し
く　

パ
ワ
フ
ル
に

憩
い
の
家
い
き
い
き
教
室

11

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ー
ト
秩
父

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
手
話
教
室

12

前
立
腺
が
ん　

市
民
公
開
講
座

14

地
域
医
療
講
演
会

「
苦
痛
を
取
り
去
る
医
療
・

緩
和
医
療
を
知
ろ
う
」

15

秩
父
地
域

心
の
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
見
つ
め
よ
う
働
く
世
代
の
心
〜

広告
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と　

き　

２
月
11
日（
土
・
祝
）〜
12
日
㈰

と
こ
ろ　

長
野
県
小
海
リ
エ
ッ
ク
ス
・

ス
キ
ー
バ
レ
ー

参
加
費　

高
校
生
以
上
２
０
，
０
０
０

円
、中
学
生
以
下
１
５
，０
０
０
円
（
バ

ス
代
・
宿
泊
費
・
夕
朝
食
・
リ
フ
ト
２

日
券
含
む
）

定　

員　

40
人
（
初
心
者
、小
学
生
可
）

２
・
１
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
☎
に
て
ス

キ
ー
連
盟
黒
澤（
☎
23

－

５
９
０
２
）へ

と　

き　

２
月
12
日
㈰
午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

種　

目　

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

Ａ
ク
ラ
ス　

一
般
男
女（
年
齢
制
限
無
）

Ｂ
ク
ラ
ス　

40
歳
以
上
男
女
か
高
校
生

Ｃ
ク
ラ
ス　

50
歳
以
上
の
男
女
、
ま
た

は
初
心
者（
２
年
未
満
）。な
お
、混
合
で

の
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
男
子
の
組

参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
通
学
、

連
盟
登
録
者

参
加
費　

１
ペ
ア
２
，
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
１
，
０
０
０
円

２
１
月
26
日
㈭
ま
で
に
☎
ま
た
は

に
て

※ 

申
込
用
紙
は
、
左
記
ま
た
は
文
化
体

育
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

１
秩
父
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
事
務
局

　

鳥
山
☎
23

－

４
７
１
６

23

－

４
８
５
２

と　

き　

２
月
11
日
（
土
・
祝
）・
25

日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時
（
全
２
回
）

と　

き　

３
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

20
人

参
加
費　

１
，５
０
０
円
（
教
材
費
等
）

指
導
者　

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
、
気
道
異
物
の
除
去

１
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

　

埼
玉
県
き
の
こ
振
興
会
で
は
、き
の
こ
の

共
進
会
を
開
催
し
ま
す
。審
査
後
に
は
展
示

を
行
い
、翌
日
は
、出
品
さ
れ
た
上
質
な
き

の
こ
を
、手
ご
ろ
な
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

と　

き　

①
展
示

：

１
月
27
日
㈮
午
後

３
時
30
分
ご
ろ
か
ら　

②
販
売

：
１
月

28
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ　

道
の
駅 

果
樹
公
園
あ
し
が
く
ぼ

１
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
25

－

１
３
１
２

　

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
若
者
、

お
子
さ
ん
連
れ
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
全

日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員
お
よ
び

文
部
科
学
大
臣
認
定
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
（
Ａ
・
Ｂ
級
）
が
責
任
を
持
っ
て

指
導
し
ま
す
。
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
も
行
い

ま
す
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
あ
り

集
合
場
所　

滝
沢
ダ
ム
管
理
所
駐
車
場

（
各
日
午
後
０
時
45
分
集
合
）

募
集
人
数　

親
子
10
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
日
と
も
子
ど
も
５
０
０

円
、
大
人
１
，
０
０
０
円

※ 

詳
し
く
は
荒
川
ダ
ム
総
合
管
理
所
Ｃ

に
て

２
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
り
と
水
の
源
流
文
化
塾

　

山
中
☎
０
８
０

－

５
０
６
５

－

６
５
７
６

と　

き　

２
月
７
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

テ
ー
マ　
「
災
害
時
に
お
け
る
消
費
者

の
心
得
」

講　

師　

遠
藤
勝
裕
氏

参
加
費　

無
料

１
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

と　

き　

１
月
29
日
㈰
午
前
11
時
〜
午

後
２
時
、
４
時
30
分
〜
７
時
30
分

※
各
回
と
も
開
始
30
分
前
に
開
場

と
こ
ろ　

横
瀬
町
町
民
会
館

演　

目　
「
無
邪
鬼
」（
横
内
謙
介
作
）、

「
青
春
リ
ア
ル
」（
コ
イ
ケ
ユ
タ
カ
作
・
第
47

回
関
東
高
校
演
劇
研
究
大
会
出
場
作
品
）

入
場
料　

前
売
り
・
電
話
予
約
５
０
０

円
、
当
日
７
０
０
円

１
県
立
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
演
劇

部
☎
22

－

３
０
１
７

　

小
池
☎
24

－

０
８
８
９
（
夜
間
）

広告広告

21

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

20

カ
エ
デ
の
樹
液
採
取
に

挑
戦
し
て
み
よ
う

22

第
32
回 

秩
父
農
工
科
学

高
等
学
校
演
劇
部
自
主
公
演

19

第
36
回 

市
長
杯
争
奪

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

18

市
民
ス
キ
ー
教
室

16

赤
十
字
救
急
法

基
礎
講
習
会

17

第
29
回

埼
玉
県
き
の
こ
共
進
会
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埼
玉
・
秩
父
を
舞
台
に
活
躍
し
た
武

将
、
長
尾
景
春
を
偲し
の

ば
れ
る
場
所
が
各

地
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
秩
父
地
域
内

の
伝
承
地
と
そ
の
い
わ
れ
・
城
跡
な
ど

の
説
明
と
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
７
日
㈫
〜
12
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

※ 

展
示
説
明
会
は
２
月
12
日
㈰
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館
２
階

展
示
場

入
場
料　

無
料

１
荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
54

－

１
０
５
８

と　

き　

１
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分

開
場
、
２
時
開
演

と　

き　

２
月
27
日
㈪
〜
29
日
㈬
の
3

日
間
午
前
9
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

定　

員　

６
人
（
申
込
順
）

※
初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

材
料
費　

２
，
０
０
０
円

２
１
月
30
日
㈪
〜
２
月
３
日
㈮
ま
で
に

荒
川
公
民
館
（
☎
54

－

１
０
５
８
）
へ

と　

き　

１
月
22
日
㈰
午
後
２
時
開
会

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館
集
会
室

内　

容　

①
う
た
（
秩
父
ほ
の
ぼ
の
コ

ン
サ
ー
ト
合
唱
団
）、
②
志
村
嘉
一
郎 

氏
（
秩
父
市
出
身
の
元 

朝
日
新
聞
原

発
担
当
記
者
）
に
よ
る
講
演
「
巧
妙
に

仕
組
ま
れ
た
『
原
発
安
全
神
話
』」

入
場
料　

無
料

１
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
秩
父

　

藤
元
☎
25

－

５
７
５
７

と　

き　

２
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

対　

象　

子
ど
も
と
保
護
者
（
小
学
２

年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
数　

20
人
（
保
護
者
含
む
）

持
ち
物　

白
い
ソ
ッ
ク
ス
を
持
参

参
加
費　

１
人
に
つ
き
２
０
０
円
（
お

菓
子
代
）
当
日
集
金
し
ま
す
。

２
２
月
９
日
㈭
ま
で
に
☎
に
て
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
22

－
０
４
２
０
）
へ

と　

き　

２
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

材
料
費　

５
０
０
円

２
１
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮
ま
で
に
荒
川

公
民
館
（
☎
54

－

１
０
５
８
）
へ

芸術文化会館での催し

休 館 日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
開館時間　午前９時から午後５時

≪芸術文化会館で各種作品展などを行いませんか≫
　皆さんの作品発表の場や作品制作の活動の場と
して、会議室の貸し出しを有料で行っています。
個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひご
利用ください。
１芸術文化会館☎２２－２４０６

28

と
こ
ろ　

皆
野
町
文
化
会
館

演　

目　
「
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ

う
」「
ピ
ー
タ
ー
と
お
お
か
み
」

入
場
料　

小
学
生
以
上
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生
未
満
１
，
５
０
０
円

※ 

３
歳
未
満
無
料
。
座
席
が
必
要
な
場

合
は
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

１
社
会
福
祉
法
人
く
わ
の
実
保
育
園

　

☎
24

－

４
４
５
５

氷
壁
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

と　

き　

１
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

内　

容　

岩
壁
一
面
が
氷
に
覆
わ
れ
た

自
然
の
造
形
美
を
見
学

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
中
学
生
以

下
１
，
０
０
０
円
）（
昼
食
付
）

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

※
そ
の
他
１
〜
３
月
の
催
し
は
Ｃ
に
て

１
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

☎
56

－

０
０
２
６

23 公民館のつどい
　日頃の活動成果を披露する、各公民館
の教室・クラブの演技発表を行います。
と　き　２月５日㈰
　　　　午前10時～午後３時ごろ
ところ　歴史文化伝承館ホール
定　員　２４０人
１中央公民館☎２２－０４２０

予定時間 プ　ロ　グ　ラ　ム

10：00～10：20 開　　　会　　　式

10：20～10：35 浦山公民館 大正琴教室

10：35～10：50 荒川公民館 民謡クラブ

10：50～11：05 原谷公民館 ３Ｂ体操クラブ

11：05～11：20 吉田公民館 ジョイハート

11：20～11：35 原谷公民館 コーラスさくら草

11：35～11：50 久那公民館 ハーモニカクラブ

11：50～12：05 中央公民館 フラダンスクラブ

昼　　　　　　　　食

13：00～13：15 中央公民館 軽音楽教室

13：15～13：30 大田公民館 大正琴大田れんげ会

13：30～13：45 大滝公民館 コーラスおおたき

13：45～14：00 影森公民館 オカリナクラブ

14：00～14：15 尾田蒔公民館 社交ダンスクラブ

14：15～14：30 高篠公民館 太極拳クラブ

14：30～14：45 中央公民館 女性民踊クラブ

14：45～14：50 閉　　　会　　　式

と　き 内　　　容 ところ

１月26日㈭
～29日㈰

『第38回秩父市青少年文化展』
展示室
１～３

１月24日㈫
～29日㈰

『第11回新春俳句短冊展（秩
父郡市俳句連盟・秩父市俳人
連盟共催）』
初日は午後１時から・最終日
は午後４時まで

会議室
４他

１月31日㈫
～2月5日㈰

『「水墨画クラブ・秩父墨画会」
水墨画掛軸展』
初日は午後１時から・最終日
は午後３時まで

展示室
１・２

２月７日㈫
～12日㈰

『第６回旧秩父セメントOB作
品展』
初日は午後３時から・最終日
は午後４時まで

展示室
１～３

第４木曜日
午後１時～

５時
福田久美子『押し花教室』

会議室
３

第２・４土曜日
午前９時～
午後５時

ミル・フルールNora
河嵜妙子『押し花教室』

（途中昼休みあり）

会議室
３

不法野外焼却は止めましょう！　黒煙・悪臭等で迷惑している人が増えています
快適な環境づくりのためには一人ひとりの協力が必要です

29
「
長
尾
景
春
と
秩
父
」

説
明
・
写
真
パ
ネ
ル
展

24

早
春
子
ど
も
お
茶
会

25

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
教
室

26

初
心
者
み
そ
作
り
教
室

27

原
発
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介護予防で
　いつまでも
　　ハツラツと

介護予防で
　いつまでも
　　ハツラツと

成
年
後
見
制
度
っ
て
何
？

●
法
定
後
見
制
度

　

認
知
症
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の

不
十
分
な
方
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ

う
、
家
庭
裁
判
所
へ
申
立
を
し
、
選
任

さ
れ
た
支
援
者
（
成
年
後
見
人
等
）
が

そ
の
方
の
財
産
管
理
や
身
上
監
護
を
行

う
こ
と
に
よ
り
保
護
・
支
援
し
ま
す
。

申
立
て
が
で
き
る
の
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
四
親
等
内
の
親
族
な
ど
で
す
。

●
任
意
後
見
制
度

　

将
来
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た

場
合
に
備
え
て
、援
助
を
お
願
い
す
る
人

（
任
意
後
見
人
）と
の
委
任
契
約（
任
意
後

見
契
約
）を
、公
証
人
の
作
成
す
る
公
正

証
書
で
結
ん
で
お
く
制
度
で
、
本
人
の

判
断
能
力
が
不
十
分
と
な
っ
た
と
き
に
、

本
人
や
任
意
後
見
人
の
申
立
に
よ
り
監

督
人
が
選
任
さ
れ
て
初
め
て
効
力
が
生

じ
、
具
体
的
な
支
援
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

○ 

一
人
暮
ら
し
で
認
知
症
の
症
状
が
出

始
め
た
母
が
、
悪
質
な
訪
問
販
売
業

者
に
ね
ら
わ
れ
な
い
か
心
配
。

○ 

認
知
症
の
父
の
通
帳
に
年
金
が
入
る

と
、
親
族
等
が
出
入
り
し
て
多
額
の

お
金
が
引
き
出
さ
れ
て
し
ま
う
。

○ 

夫
に
先
立
た
れ
て
し
ま
い
、
一
人
で

過
ご
す
老
後
が
不
安
。
自
分
が
認
知

症
に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、夫
が
遺
し

て
く
れ
た
不
動
産
の
経
営
や
、
将
来

お
世
話
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
老
人

ホ
ー
ム
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き

等
を
代
わ
り
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
）

　

成
年
後
見
制
度
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
ま
だ
判
断
能
力

は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
物
忘
れ
な
ど

が
始
ま
っ
た
方
が
対
象
で
す
。
具
体
的

な
援
助
に
つ
い
て
は
、
利
用
契
約
を
結

ん
だ
う
え
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

や
生
活
に
必
要
な
金
銭
管
理
な
ど
の
援

助
を
行
い
ま
す
。

　制度に関する基本的な知識を学ぶこ
とができます。ぜひご参加ください。
と　き　１月27日㈮
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　伝承館１階研修室２・３
講　師　さいたま家庭裁判所職員
定　員　60人（先着順、参加無料）
２１月23日㈪までに☎で秩父地域包括
支援センター（☎２２－２５８２）へ

成年後見制度に関する講演会
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　「かかりつけ医」とは身近にいて、気軽に健康相
談をしたり、病気の初期的な治療をしてくれるお
医者さんのことです。普段の子どもの様子を把握し
ていて、病気だけではなく予防接種などの相談にも
のってくれます。必要なときには、適切な病院やお
医者さんを紹介してもらえます。

　昼間、子どもの体調がおかしいなと思ったら、早
めに受診しましょう。
　休日や夜間の救急医療はあくまでも緊急事態に備
えるためのものです。診療には医師以外にも検査技
師、薬剤師、看護師など多くのスタッフがかかわっ
ています。緊急の場合を除き、体制が整っている通
常診療時間内に受診しましょう。

　医師会等の協力で平日夜間小児初期救急診療や
休日急患当番医があります。急な病気で困ったら受
診しましょう。また、病院へ連れて行こうか迷った
ら、小児救急電話相談（電話番号♯８０００または
０４８－８３３－７９１１）をご利用ください。経
験豊富な看護師が参考になるアドバイスをしてくれ
ます。

　いつから具合が悪いか、発熱や体の痛み、食事の
状況、飲ませた薬などの説明をできる人が一緒に行
くと診察がスムーズに受けられます。

・ 保険証、母子健康手帳、こども医療費受給資格証
等、診察券

・ 体温、症状を書いたメモ、飲んでいた薬、着替え、
タオル、紙おむつ、ティッシュペーパー、ビニー
ル袋、おもちゃなど

１地域医療対策課☎２２－２２７９

�����
❶かかりつけ医を持ちましょう

����� ❷できるだけ診療時間内に
　受診しましょう

����� ❸休日・夜間に具合が悪くなったときの
　救急体制等を知っておきましょう

����� ❹子どもの症状や様子がわかる人が
　付き添いましょう

����� ❺診察を受けるときに持っていくと
　便利なもの

子どもの具合が悪いときの
上手なお医者さんのかかり方



かしこい就職法教えます

障がい者の雇用義務　ご存じですか？

担当部署が不明の場合や“緊急”の場合は、「おきがるコール」へご連絡を！
　☎２６－１１３３（専用電話）21

1・2
市民生活課の無料相談 問☎２５－５２００
相談名 とき・ところ

法 律
２月７日㈫・16日㈭　10時～15時 秩父市役所（※）
２月９日㈭　10時～15時 荒川総合支所
※電話予約が必要。１月20日㈮午前９時から受付、各日先着10人

人 権 毎月第２・４水曜　13時～16時 秩父市役所（※）

行 政
※時間は
　いずれも
　13時～15時

１月23日㈪、２月20日㈪ 秩父市役所（※）
２月６日㈪ 吉田総合支所（振興会館）
１月23日㈪、２月27日㈪ 大滝総合支所
２月13日㈪ 荒川総合支所

市 民 第２・４木曜　13時～16時

秩
父
市
役
所（
※
） 

消費生活（多重債務） 毎週月～金曜　９時～16時
行 政 手 続 ２月14日㈫　13時～15時
登 記 １月18日㈬、２月15日㈬　13時～15時
税 務 ２月６日㈪　10時～12時
不 動 産 １月17日㈫、２月21日㈫　10時～12時
暴 力 １月26日㈭、２月23日㈭　10時～15時
女 性 １月24日㈫、２月28日㈫　13時～15時
労 務・ 年 金 ２月10日㈮　13時～15時
公 証 第２・４火曜　９時30分～12時
※ 秩父市役所の相談会場は歴史文化伝承館です。（法律：５階、消費
生活：４階、その他：１階）なお、相談日が祝日の場合はお休みです。

相談名 相談日・内容・問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－0723
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと 

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204 ※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児(者)に つ い て

月～金曜　９時～18時 フレンドリー
☎22－7785 22－7055（身体障がい）
☎22－7045 21－6705（知的障がい）土曜 　９時～16時

精神障がい者
に つ い て 月～金曜　９時～17時 生活支援センター｢アクセス｣

☎24－1025 24－1026
障がい者の
就 労・ 生 活 月～金曜　９時～18時 秩父障がい者就労支援センター

「キャップ」☎・22－2870

い じ め・
不 登 校 等

月～金曜　９時～17時 ひまわり教室 ☎22－2228
月･水･金曜　９時～12時 やまなみ教室 ☎72－2030

法 律 毎月第２・４木曜
13時～16時 （要予約）

秩父地域振興センター
☎24－7624

人 権
月～金曜 ８時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局☎22－0827人権擁護委員による相談　

火曜(第5週を除く)９時～16時

結 婚
２/４㈯13時～16時
※要予約（先着８人）
いきがいセンター 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514
心 配 ご と １/19㈭13時～16時

福祉女性会館

不 動 産 １/17㈫、２/21㈫13時～15時
地場産センター３階

埼玉県宅建協会秩父支部
☎24－1774

内 職 月～金曜　９時～16時
ジョブプラザちちぶ ジョブプラザちちぶ

（地場産センター３階）
☎24－5222
商工課
☎25－5208

職 業

月～金曜　９時～17時
ジョブプラザちちぶ

第３水曜　10時～16時
吉田総合支所

中小企業者向
け金融よろず

２/１㈬13時～16時30分
※前々日までに☎で要予約
商工課（地場産センター３階）

商工課☎25－5208
(相談：埼玉県信用保証協会)

緊急・雇用労働
１月29日㈰　 商工課（地場産センター３階）
※１月23日㈪17時までに☎で要予約　 商工課☎25－5208
※平日は「緊急雇用相談窓口」開設中！

労 働 相 談・
メンタルヘルス
（各機関の相談）

●秩父保健所「心の健康相談」　☎22－3824
保健師・相談員の電話相談：月～金曜、午前８時30分
～午後５時、精神科医師による相談：要予約
●労働相談センター（さいたま市）　☎048－830－4522
　電話相談、産業カウンセラーのメンタルヘルス相談

秩父図書館の催しもの
●絵本相談日
と　き　１月24日㈫　午前10時～正午
●おはなし会（約40分）
と　き　１月14日㈯・28日㈯、２月11日（土・祝）
　　　　午後２時～
対　象　４歳以上の幼児から小学校低学年の児童

荒川図書館の催しもの
●ピヨピヨタイム（約30分）
と　き　１月10日㈫、２月14日㈫　午前11時～ 
対　象　幼稚園・保育園に入る前のお子さんと保護者
ところ　ネットコミュニケーションルーム
●冬のおはなし会（約40分）
と　き　１月28日㈯　午後２時30分～ 
対　象　幼稚園・保育園児および小学生と保護者
ところ　ネットコミュニケーションルーム

秩父図書館 （午前10時～午後６時）上町３－６－27 ☎22－0943
荒川図書館 （午前９時～午後５時）荒川日野66－２ ☎54－1034
秩父図書館吉田分館 （午前９時～午後５時）下吉田6569－１ ☎77－1100
秩父図書館大滝分館（午前９時～午後５時）大滝945 ☎55－0033

※図書館休館日はP.24「くらしのカレンダー」をご覧ください。

　39歳までの働きたい若者を対象としたカウンセリングや
就職支援セミナーを無料で行います。

キャリアカウンセ
リング（要予約）

１月６日㈮・20日㈮、２月３日㈮・17日㈮
午前10時～（１人45分、５人まで）

心理カウンセリング
（要予約）

１月６日㈮、２月３日㈮午前10時～
（1人45分、５人まで）

セミナー（要予約）
１月20日㈮、２月17日㈮
午後２時～４時

ところ　 秩父勤労者福祉センター（国道140号沿い、秩父
第一小学校前）

専用受付ダイヤル（若者ジョブ・ナビゲーション事務局）
　☎０３－５２８２－７５８６
１商工課☎２５－５２０８

　民間企業、国および地方公共団体は、「障害者雇用促進法」
に基づき、それぞれの法定雇用率に相当する人数の身体障
がい者、知的障がい者または精神障がい者（精神障害者保
健福祉手帳の交付を受ける者）を雇用しなければなりませ
ん。雇用義務を果たしていない事業主等には、業務指導等
がなされるほか、法定雇用率を下回った割合に応じた納付
金の納付義務が発生する場合もあります。
法定雇用率　民間企業1.8％、国・地方公共団体2.1％、教
育委員会2.0％
１ハローワーク秩父☎２２－３２１５



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
大
震
災
な
ど
哀
し
い
出
来

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
秩
父
地
域
が
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
私
事
で
恐

縮
で
す
が
、
初
め
て
出
展
し
た
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
で
私
の
作
品
が
優
秀
賞
と
い

う
、
う
れ
し
い
驚
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
挑
戦
が
評
価
さ
れ
る
の
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
で
挑
戦

を
や
め
て
は
本
末
転

倒
で
す
。ジ
オ
パ
ー
ク

も
私
の
写
真
も
も
っ

と
上
を
目
指
し
て
、

今
年
も
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談・健康相談
日１月10日㈫、２月７日㈫９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定、健康相談
■２歳児歯科健診
日２月16日㈭13：15～14：00受付
対平成21年９月～平成22年２月生まれの幼児
※対象児には個別に通知します。
内歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布等
（希望者のみ、計測・育児相談）
申２月９日㈭までに吉田保健センターへ電話または窓口にて
■予防接種 
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ＢＣＧ　
日２月17日㈮13：15～14：00受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※ 接種期間の３か月間に受けられない場合はお問い合わ
せください。
■健康相談 
日２月10日㈮13：30～14：00受付
場吉田第一農村集落センター
内健康相談、血圧測定、健康体操等　持健康手帳
申２月７日㈫までに吉田保健センターへ電話または窓口にて

大滝保健センター ☎55－0102
■育児相談・健康相談　場大滝総合支所内
内育児相談、身長・体重測定、健康相談
申相談を希望する方は、電話にて大滝保健センターへ

荒川保健センター ☎54－2231
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談
日２月６日㈪９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定
■健康相談
日１月11日㈬、２月８日㈬13：30～14：30受付
内健康相談、血圧測定等　持健康手帳
■予防接種 
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ＢＣＧ　
日１月25日㈬13：15～14：00受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※ 接種期間の３か月間に受けられない場合はお問い合わ
せください。

日日時　場場所　内内容　対対象　持持ち物　定定員　費費用　申申込み　問問い合わせ　詳詳細

（藤岡局0274）

● ２月における藤岡多野医師会所管分の休日急患当
番医は、☎０２７４－２２－０２５１へお問い合
わせください。

※ 医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※ 休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです
（藤岡市を除く）。ただし、（※）印の病院は午後６時以降、☎で
確認のうえ受診してください。
※詳しくは秩父郡市医師会・藤岡多野医師会のＣにて確認できます。
※ 医療機関の都合で変更になることがあります。秩父消防本部（☎
２１－０１１９）でご確認ください。

平日夜間小児初期救急
曜日 病　院　名 電　　話
月曜 あらいクリニック ☎25－2711
水・金曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
火・木曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

埼玉県小児救急電話相談
電話番号　＃８０００（シャープ８０００番）　※NTTプッシュ回線の場合
　　　　048－833－7911　※IP・ひかり・ダイヤル回線の場合
相談時間　○月～土曜：午後７時～午後11時
　　　　○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時

１
月
１
日

伊古田小児科医院
横田内科・呼吸器科クリニック
秩 父 病 院（※）
光 病 院

（小）
（内・呼）

　

皆 野 町
小鹿野町
和 泉 町
藤岡市本郷

☎62－4585
☎72－7447
☎22－3022
☎24－1234

１
月
２
日

小 鹿 野 中 央 病 院
秩父市立病院（※）
鬼 石 病 院

（一次救急）小鹿野町
桜 木 町
藤岡市鬼石

☎75－2332
☎23－0611
☎52－3121

１
月
３
日

荒 舩 医 院
あらいクリニック
皆 野 病 院
く す の 木 病 院

（内・外）
（内・小）

横 瀬 町
本 町
皆 野 町
藤岡市旭町

☎24－0160
☎25－2711
☎62－6300
☎24－3111

１
月
８
日

医師会休日診療所
大 谷 津 医 院
秩 父 病 院（※）
篠 塚 病 院

（内・小）
（内・小）

　

熊 木 町
阿 保 町
和 泉 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－6329
☎22－3022
☎23－9261

１
月
９
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
皆 野 病 院
藤 岡 総 合 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊 木 町
日野田町
皆 野 町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎22－0043
☎62－6300
☎22－3311

１
月
15
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩父市立病院（※）
光 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊 木 町
永 田 町
桜 木 町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎21－2330
☎23－0611
☎24－1234

１
月
22
日

医師会休日診療所
石 塚 ク リ ニ ッ ク
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・呼）

熊 木 町
大 野 原
皆 野 町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－6122
☎62－6300
☎52－3121

１
月
29
日

医師会休日診療所
石塚内科胃腸科医院
秩 父 病 院（※）
く す の 木 病 院

（内・小）
（内・胃）

　

熊 木 町
下 影 森
和 泉 町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎24－5010
☎22－3022
☎24－3111

２
月
５
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院

秩 父 病 院（※）

（内・小）
（内・小）
※小児科は午前中のみ

熊 木 町
阿 保 町
　

和 泉 町

☎23－8561
☎23－1300

☎22－3022
２
月
11
日

医師会休日診療所
松 本 ク リ ニ ッ ク
秩父市立病院（※）

（内・小）
（内）

熊 木 町
日野田町
桜 木 町

☎23－8561
☎22－3000
☎23－0611

２
月
12
日

医師会休日診療所
小 鹿 野 中 央 病 院
皆 野 病 院

（内・小）
（一次救急）

熊 木 町
小鹿野町
皆 野 町

☎23－8561
☎75－2332
☎62－6300

日１月20日㈮  内 １歳６か月児健診（Ｈ22.５・６月生）
 ３歳児健診（Ｈ20.８・９月生）

日２月17日㈮  内 ４か月児健診（Ｈ23.９・10月生）
 10か月児健診（Ｈ23.３・４月生）

日１月25日㈬  内 ４か月児健診（Ｈ23.８・９月生）
 10か月児健診（Ｈ23.２・３月生）
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各保健センター共通のお知らせ
■ 指定医療機関で受けられる検診（個別検診）の申し込み
（胃がん・子宮がん・歯周疾患検診）
　２月１日～10日（土・日・祝日を除く）８：30～17：
15に各保健センターで受け付けます。
申窓口で申し込み　詳健康カレンダーP５・６参照
■大腸がん検診の申し込み
　２月１日～10日（土・日・祝日を除く）８：30～17：
15に各保健センターで受け付けます。
申窓口で申し込み　詳健康カレンダーP４・５参照
■ がん検診推進事業（乳がん・子宮頸がん・大腸がん検
診）について
　平成23年度「がん検診推進事業」を実施しています。
該当の方には、検診手帳とともに無料クーポン券を配布
いたしました。
　無料クーポン券の有効期間は、乳がん・子宮頸がん検
診が１月31日㈫まで、大腸がん検診が２月29日㈬までで
す。検診がお済みでない方は、早めに受けましょう。
■秩父市言語教室「えがおの会」
日２月23日㈭13：30～15：30　場影森公民館
対脳血管疾患等の後遺症により、「話す｣・｢読む｣・｢書
く｣・｢聴いて理解する｣などでお困りの方と家族
内歌やゲーム、口の体操、参加者同士でのコミュニケー
ション等
詳各保健センターへ
■指定医療機関で受けられる個別予防接種
○麻しん風しん
対第１期…１歳～２歳未満　
　 第２期… 小学校就学前の１年間（Ｈ17．４．２生～Ｈ18．

４．１生）
※ 第２期該当の方が無料で接種を受けられるのは、３月
31日㈯までです。早めに接種をしましょう。
○三種混合
対生後３か月～７歳６か月未満
内初回…３回接種（間隔は20～56日で接種）
　追加… １回接種（初回３回目を接種した日から１年～

１年６か月の間に接種）
※ 三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けてくだ
さい。秩父保健センター（集団）でも受けられます。
■すこやか相談　※予約制・個別相談
場各保健センター
対お子さんのしつけ、ことば、その他発達や子育てに心
配・不安のある方
申各保健センターへ電話にて
※詳しい日時は相談のうえお知らせします。
■ソーシャルクラブ（まごころの会）
　こころに病気をもつ方の、自立や社会復帰を目指した
グループ活動です。
対精神に障がいのある市民の方
内料理やスポーツ、室内ゲームなど

場秩父保健センター　詳各保健センターへ
■きちんと知って自分を守る大腸がん予防教室
対40歳以上の市民　
日・場・内

持筆記用具、２日目のみエプロン、三角巾　費無料
申１月20日㈮までに実施する保健センターへ電話または
窓口へ直接申し込みください。（定員になり次第締め切り）
※原則３日間の参加ですが１日目のみの参加でも結構です。
■愛の献血にご協力を

※急な変更もありますので事前に確認をお願いします。

秩父保健センター ☎22－0648
　※駐車場が満車の場合は第２駐車場をご利用ください
■乳幼児健診　　　　　　　13：00～13：45受付

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談　
日１月24日㈫、２月21日㈫９：30～10：30受付
　（相談希望者は10：15まで）
内育児相談、身長・体重測定
■予防接種
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○三種混合　
日１月20日㈮、２月６日㈪13：30～14：15受付
対生後３か月～７歳６か月未満
○ＢＣＧ　
日１月13日㈮、２月22日㈬　13：30～14：15受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※ 接種期間の３か月の間に受けられない場合はお問い合
わせください。
■健康相談
日２月16日㈭９：30～10：30受付
内健康相談、血圧測定等　持健康手帳

吉田保健センター ☎77－1112
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

P.24「くらしのカレンダー」および冊子「平成23年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

日２月２日㈭　内３歳児健診（H20.10月生）
２月14日㈫　　４か月児健診（H23.９月生）
２月15日㈬　　１歳６か月児健診（H22.７月生）
２月28日㈫　　10か月児健診（H23.４月生）

と　き 実施時間 ところ（主催団体）

１月17日㈫ 10 : 00～11 : 30
12 : 45～16 : 00

歴史文化伝承館前駐車場
（秩父献血推進協議会）

１月19日㈭
９ : 30～12 : 00 秩父消防本部

14 : 00～16 : 00 荒川総合支所
（秩父献血推進協議会）

１月26日㈭ 13 : 30～16 : 00 介護老人保健施設うらら

１月29日㈰ 10 : 00～12 : 00
13 : 15～16 : 00

ウニクス秩父 ヤオコー
前広場（㈱ウニクス）

２月７日㈫ 13 : 30～16 : 00 秩父中央病院

２月16日㈭ 10 : 00～11 : 45
13 : 00～16 : 00

秩父神社 参集殿
（秩父中央ライオンズクラブ）

吉田会場 荒川会場
内容（全３回） 定員

日時・会場 日時・会場

１
日
目

２月１日㈬
13：30～15：30
吉田公民館

１月24日㈫
13：30～15：30
荒川公民館

医師の講話
「正しく知ろう！
大腸がんとその予防」

なし

２
日
目

２月14日㈫
９：30～11：30
吉田保健セン
ター

２月２日㈭
９：30～11：30
荒川農村環境
改善センター

管理栄養士の講話と
調理実習「大腸がん予
防のための食生活」

各会場
25人

３
日
目

２月21日㈫
９：30～11：30
やまなみ会館

２月７日㈫
９：30～11：30
荒川農村環境
改善センター

健康運動指導士の講
話と運動実技
「がん予防と運動習
慣」

各会場
30人



秩父 法律相談荒川 行政相談 秩父 登記相談

行政相談

平日夜間窓口

秩父 税務相談
吉田

公証相談
秩父 行政手続相談
秩父

法律相談
秩父 市民相談
荒川

秩父 法律相談 秩父 人権相談 秩父 労務・年金相談

　　行政相談

平日夜間窓口

秩父 大滝 秩父 人権相談

秩父 税務相談

公証相談
秩父 行政手続相談
秩父

女性相談
秩父 公証相談
秩父 暴力相談

秩父 市民相談
秩父

法律相談
秩父 市民相談
吉田

秩父 法律相談秩父 不動産相談 秩父 登記相談

平日夜間窓口

秩父 人権相談 秩父 労務・年金相談

秩父 法律相談

　　行政相談吉田 荒川

日 月 火 水 木 金 土

休日窓口

休館：大滝休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田

�� �� �� �� �� �� ��

休日窓口

こ
の
市
報
は
環
境
に
配
慮
し
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

70％
以
上
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

くらしのカレンダー

１/１（日）～２/18（土）

秩父 １歳６か月児健診秩父 ４か月児健診

ふらっと市長室
　　（Ｐ.５参照）

吉田 ４か月・10か月児健診
吉田 ＢＣＧ予防接種

秩父 健康相談
吉田 ２歳児歯科健診

休日窓口

休館：
休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田 吉田 大滝

� � � � � �� ��

休日窓口 荒川 健康相談吉田 育児・健康相談 吉田 健康相談秩父 三種混合予防接種
荒川 育児相談

休日窓口

休館：大滝休館：大滝 休館：秩父 休館：秩父荒川 吉田

�� �� �� ��� � � �
●納期限
　市県民税第４期
　国民健康保険税第７期 秩父 ３歳児健診

休日窓口

休館：大滝休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田

�� �� �� �� �� �� ��

休日窓口 秩父 育児相談

秩父 10か月児健診

荒川 ４か月・10か月児健診
荒川 ＢＣＧ予防接種

秩父 両親学級③
秩父市言語教室

休日窓口

休館：大滝休館：大滝 休館：秩父 荒川 吉田

�� �� �� �� �� �� ��

休日窓口 秩父 １歳６か月児健診秩父 ４か月児健診秩父 両親学級①

秩父 両親学級②

秩父 三種混合予防接種
吉田 １歳６か月・３歳児健診

成人の日

建国記念の日

休日窓口

休館：大滝休館：大滝 休館：荒川 休館：秩父吉田 大滝

� � �� �� �� �� ��

休日窓口 荒川 健康相談 秩父 ２歳児歯科健診吉田 育児・健康相談

ふらっと市長室
　　（Ｐ.５参照）

秩父 ＢＣＧ予防接種

元日
休日窓口

休館：大滝

� � � � � � �

休日窓口

休日窓口

休日窓口 荒川 育児相談 秩父 ３歳児健診

休館：秩父 荒川 吉田 大滝 休館：秩父 荒川 吉田 大滝
休館：：

秩父 荒川 吉田 大滝

最終日曜日
窓　口

2
0
1
2
年
1
月
号

納期限

１/31㈫

１月の納税
●市県民税 第４期
●国民健康保険税 第７期

１収納課☎２２－２２１０

平日夜間・最終日曜日・休日窓口（歴史文化伝承館１階）
※歴史文化伝承館西側入口をご利用ください。

保健センターの催し・健診など（１段目）
■ Ｐ．22、23「保健センターだより」や、３月号
と合わせて配布した「秩父市健康カレンダー」
もご覧ください。

市民生活課の無料相談室（２段目）
秩父歴史文化伝承館 吉田吉田総合支所
大滝大滝総合支所 荒川荒川総合支所
●消費生活相談（多重債務）　
日毎週月～金曜日（午前９時～午後４時）
場歴史文化伝承館４階
問市民生活課☎２５－５２００
■ その他の相談はＰ．21「無料相談室」をご覧く
ださい。

図書館休館日（最下段）

午後５時15分～７時15分
（第２・第４木曜日）

午前８時30分～正午
午後１時～５時

午前８時30分～正午
午後１時～５時

市民課・保険年金課・こども課・収納課 市民課

①戸籍の届書の預かり
②戸籍謄本、住民票の写し、所得課税証明書等の発行
③印鑑登録および印鑑証明書の発行
④納税と納税相談の受付
⑤死亡届に関する業務
⑥転入、転出、転居届等の受付
⑦国民健康保険、国民年金、高齢者医療等に関する業務
⑧保育所、子ども手当、子育て支援等に関する業務
⑨ パスポート（旅券）交付業務（最終日曜日窓口では午前
９時～正午、午後１時～４時30分）

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、所得課税証
明書などの発行
③ 印鑑証明書の発行（印鑑登
録は行いません。）
④市への納入金預かり
⑤死亡届に関する業務

１市民課☎２２－５３４８　　保険年金課☎２５－５２０１
　こども課☎２５－５２０６　収納課☎２２－２２１０

平日夜間窓口 最終日曜日窓口 休日窓口

秩父秩父図書館 吉田吉田分館
大滝大滝分館 荒川荒川図書館
■ Ｐ．21「図書館だより」もご覧ください。

納期限内の納付にご協力をお願いします。
口座振替をご利用の方は、納期限の日に振り替えます
ので預貯金の残高をご確認ください。


